
1文部時報言1
特集文教施策の進

平成 9年度の展 ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ

わ
が
国
に
は
一
七
種
類
の
野
ネ
ズ
ミ
が
生
息
し
て
い
る
。
そ
の

中
で
最
も
大
き
い
の
が
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
で
、
頭
か
ら
尾
の
付
け
根

ま
で
の
長
さ
が
二

o
e
m
か
ら
三

o
e
m
、
そ
し
て
尾
は
太
く
頭
胴
と

同
じ
か
少
し
長
い
。
黄
褐
色
の
毛
に
混
じ
っ
て
背
面
に
五
、
六
Cm

の
長
さ
の
剛
毛
が
あ
り
、
こ
れ
が
名
前
の
由
来
と
な
っ
て
い
る
。

ち
な
み
に
最
も
小
さ
い
の
は
カ
ヤ
ネ
ズ
ミ
で
、
頭
か
ら
尾
の
先
ま

で
一
五
Cm
ほ
ど
で
あ
る
。

ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
は
、
わ
が
国
固
有
の
ネ
ズ
ミ
で
、
一
属
一
種
、

沖
縄
島
北
部
、
奄
美
大
島
、
徳
之
島
に
分
布
し
て
い
る
。
こ
の
地

域
に
は
ト
ゲ
ネ
ズ
ミ
も
分
布
し
、
同
じ
く
天
然
記
念
物
と
な
っ
て

い
る
。生

息
環
境
は
シ
イ
、
カ
シ
な
ど
の
高
木
林
で
、
ほ
と
ん
ど
樹
上

で
生
活
し
て
い
る
。
活
動
は
夜
間
、
枝
か
ら
枝
へ
移
動
す
る
が
そ

え
さ

の
動
作
は
鈍
い
。
シ
イ
の
実
や
昆
虫
類
を
主
な
餌
と
し
て
い
る
。

昼
間
は
樹
洞
で
休
息
す
る
。
樹
洞
は
ま
た
繁
殖
に
も
使
わ
れ
、
枯

れ
葉
や
枝
を
運
び
込
ん
で
直
径
三

O
c
m
の
球
状
の
巣
を
作
る
。
冬

期
に
二
頭
か
ら
五
頭
の
子
を
産
む
。

連
続
し
た
高
木
林
や
樹
洞
が
あ
る
大
木
が
必
要
な
た
め
、
森
林

の
伐
採
な
ど
の
生
息
地
の
破
壊
と
野
生
化
し
た
イ
エ
ネ
コ
や
マ
ン

グ
ー
ス
な
ど
の
侵
入
動
物
に
よ
る
捕
食
が
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
の
生
存

を
脅
か
し
て
い
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田
啓
）
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3
◇
文
教
行
政
全
般
の
進
展
／
各
分
野
の
文
教
施
策
の
展
開

I
O
文
教
施
策
の
総
合
的
推
進
◇
教
育
改
革
の
推
進
／
地
域
に
お
け
る
文
教
施
策
の
充

実
／
文
教
政
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の
充
実
／
「
我
が
国
の
文
教
施
策
」
（
教
育
白
書
）
の
刊
行
／
教
職

員
の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

ビ
生
涯
学
習
◇
生
涯
学
習
の
振
興
／
生
涯
学
習
の
振
興
の
た
め
の
施
策

召
初
等
中
等
教
育
◇
初
等
中
等
教
育
の
概
況
／
教
育
内
容
・
方
法
の
改
善
／
学
校
週
五
日
制

の
推
進
／
生
徒
指
導
の
充
実
／
進
路
指
導
の
改
善
／
健
康
教
育
の
充
実
／
国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
／

高
等
学
校
教
育
の
改
革
／
幼
稚
園
教
育
・
職
業
教
育
•
特
殊
教
育
の
振
興
／
よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／

学
級
編
制
及
び
教
職
員
配
置
の
改
善
／
教
員
の
資
質
能
力
の
向
上
／
公
立
学
校
施
設
の
整
備
／
海
外
子
女

・
帰
国
子
女
教
育
の
充
実
／
外
国
人
子
女
教
育
の
推
進
／
人
権
教
育
・
同
和
教
育
の
振
興

26
高
等
教
育
◇
高
等
教
育
改
革
の
推
進
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
の
推
進
／
理
工
系
人
材
の
養
成
／

医
療
人
の
育
成
／
大
学
院
の
充
実
と
改
革
／
国
立
大
学
の
整
備
充
実
等
／
公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
／

大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
／
学
生
の
就
職
に
つ
い
て
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活

用
32私
立
学
校
◇
私
学
行
政
の
概
況
／
私
学
助
成
の
充
実

紅
字
術
研
究
◇
学
術
研
究
の
概
況
／
科
学
研
究
費
補
助
金
と
出
資
制
度
の
拡
充
／
若
手
研
究
者
の

養
成
・
確
保
／
学
術
研
究
体
制
の
整
備
／
基
礎
研
究
の
重
点
的
推
進
／
学
術
研
究
の
社
会
的
協
カ
・
連
携

の
推
進

38
社
会
劫
5
吉
E
◇
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

40
ス
ポ
ー
ツ
◇
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
概
況
／
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
充
実
／
生
涯
ス

ポ
ー
ツ
の
推
進
／
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実

4
4す
〈
化
◇
文
化
政
策
の
推
進
／
芸
術
文
化
の
振
興
／
国
語
•
著
作
権
・
宗
務
／
文
化
財
の
保
存
・
活
用

の
推
進
／
国
立
文
化
施
設
の
整
備
・
充
実

48国
際
交
流
・
協
力
◇
国
際
交
流
・
協
力
の
概
況
／
留
学
生
交
流
／
教
育
の
国
際
交
流
・
協

カ
／
、
学
術
の
国
際
交
流
・
協
力
／
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力
の
推
進
／
ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
／
国
際
機

関
を
通
じ
た
協
力

52情
報
化
の
推
進
◇
情
報
化
施
策
の
概
況
／
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
各
分
野
の
取
組

54文
教
施
設
◇
文
教
施
設
の
イ
ン
テ
リ
ジ
ェ
ン
ト
化
等
の
推
進
／
初
等
中
等
教
育
施
設
の
整
備
方

策
／
国
立
学
校
施
設
の
整
備
充
実

56平
成
九
年
度
予
算
／
文
部
省
の
機
構
定
員
／
文
教
関
係
の
税
制

8
0
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

78行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
夜
須
高
原
少
年
自
然
の
家

74家
庭
教
育
の
た
め
の
取
紐

◇
家
庭
教
育
の
充
実
に
向
け
た
支
援
施
策

◇
奈
良
国
立
博
物
館
の
名
宝

ー
一
世
紀
の
軌
跡

I

あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

◇
兵
庫
県
立

兵
庫
工
業
高
等
学
校
（
兵
庫
県
）

表

3
文
化
財
紹
介
◇
佐
原
市
佐
原

6
2
焦
点
ー
文
教
施
策

68
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

73
鑑
賞
席

◇
国
立
国
際
美
術
館
開
館
二

0
周
年
記
念

素
材
と
表
現

ー
国
立
西
洋
美
術
館
所
蔵
作
品
を
中
心
に

76都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
る
ホ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
青
森
県
◇
長
野
県
◇
岐
阜
県
可
児
市

◇
島
根
県

8
2
文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
沈
黙

84編
集
後
記

5
 

イラスト／内部敬生・須田博行・室井さと子

6

で
あ
い
•
ふ
れ
あ
い
◇
千
葉
麓
子

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
花
の
習
作

昭和47年 5月15日天然記念物指定

（地域定めず）

問い合わせ先沖縄県教育委員会文化課

TEL 098-866-2731 • 
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特集学術国際交流の推‘

見
島
ウ
シ
は
黒
褐
色
の
毛
色
で
、
雄
で
も
体
高
が
一
・
ニ

m
と

ひ
づ
め

小
型
の
純
粋
和
牛
で
あ
る
。
四
肢
が
短
く
、
蹄
は
大
き
く
、
角
は

小
型
で
外
上
方
に
開
き
、
成
熟
す
る
の
が
遅
く
五
年
以
上
も
か
か

る
。
多
く
の
在
来
牛
が
西
欧
の
品
種
と
の
間
で
改
良
さ
れ
た
な
か

で
、
見
島
ウ
シ
は
日
本
在
来
の
牛
の
特
徴
を
よ
く
保
存
し
て
い
る

こ
と
で
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

見
島
は
萩
市
の
沖
合
い
五

0
k
m
に
あ
り
、
周
囲
一
八

km
の
台
形

状
の
島
で
あ
る
。
島
の
人
々
は
漁
業
を
主
体
と
し
、
斜
面
に
段
々

畑
を
開
き
農
業
を
し
て
い
る
。
古
く
か
ら
こ
の
段
々
畑
を
耕
す
の

に
見
島
ウ
シ
が
使
わ
れ
て
い
た
。
小
型
で
頑
丈
で
あ
る
こ
と
が
耕

作
に
適
し
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。

農
耕
機
具
の
導
入
で
牛
に
よ
る
耕
作
の
必
要
が
な
く
な
っ
た
こ

と
も
あ
り
、
一
時
飼
育
頭
数
が
減
少
し
た
。
し
か
し
、
見
島
の
人

々
は
こ
の
牛
を
家
族
の
よ
う
に
か
わ
い
が
っ
て
お
り
、
見
島
ウ
シ

保
存
会
の
努
力
で
、
今
で
は
ほ
ぽ
一

0
0
頭
の
牛
が
飼
育
さ
れ
て

い
る
。1

0
0
頭
の
牛
は
二
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
け
ら
れ
、
そ
れ
ぞ
れ

の
グ
ル
ー
プ
に
種
牛
と
見
習
い
の
雄
二
頭
、
そ
し
て
複
数
の
雌
牛

が
い
る
。
こ
う
す
る
こ
と
で
、
こ
の
牛
の
造
伝
的
な
系
統
保
存
が

図
ら
れ
て
い
る
。
運
動
場
と
呼
ば
れ
る
草
地
で
草
を
は
む
見
島
ウ

シ
の
姿
に
、
農
耕
を
通
し
て
成
立
し
た
日
本
人
と
動
物
の
密
接
な

関
係
が
浮
か
ん
で
く
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田
啓
）

肉
交
流
に
よ
せ
て
◇
井
口
洋
夫

座
談
会
•
1
0学
術
国
際
交
流
の

現
状
と
課
題

◇
（
出
席
者
）
木
村
嘉
孝
／
飯
山
敏
道
／
松
村
多
美
子
／

小
平
桂
子
ア
ネ
ッ
ト
◇
（
司
会
）
岩
本
渉

エ
ソ
セ
イ
•
2
0私
と
外
来
片
仮
名
語
◇
フ
ラ
ン
シ
ヌ
・
エ
ラ
イ
ユ

.22
ア
メ
リ
カ
の
経
済
と
教
科
書
の
経
済
学
◇
小
西
秀
樹

事
例
紹
介
①

•
2
4
珈
〖
占
巫
↓
＾
産
主
力
式
等
に
よ
る
ア
ジ
ア
諸
国
と
の

学

術

国

際

交

流

に

つ

い

て

◇

日

本

学

術

振

興

会

事
例
紹
介
②

•
2
8
C
E
R
N
の
L
H
e

計
画
と
国
際
協
力

・
◇
高
エ
ネ
ル
ギ
—
加
速
器
研
究
機
構

事
例
紹
介
③
•
3
2
8本
が
参
加
し
て
い
る
国
際
的
な
共
同
研
究

ー

G
B
P計
画
＄
〒
田
暢
彦

事
例
紹
介
④
•
3
5如
岬
声5孔
か
ら
地
球
の
営
み
を
探
る

◇
東
京
大
学
海
洋
研
究
所

事
例
紹
介
⑤

•
3
8「
人
呻
四
と
生
物
園(M
A
B
)計
画
」
の
活
動

◇
日
本

M
A
B計
画
委
員
会

解
説
ー
・

41学
術

国

際

交

流

の

推

進

に

つ

い

て

◇
学
術
国
際
局
国
際
学
術
課

解
説

2
.
4
6

南
極
地
域
観
測
事
業
四

0
周
年

◇
学
術
国
際
局
国
際
学
術
課
／
南
極
地
域
観
測
統
合
推
進
本
部

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◇
木
坂

5
0焦
点
—
文
教
施
策

55鑑
賞
席
◇
大
草
原
の
騎
馬
民
族

中
国
北
方
青
銅
器
．

◇
福
田
繁
雄
ポ
ス
タ
ー
展

56
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

66
霞
が
関
ト
ピ
之
る
ス

68
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
紐

◇
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

70
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ボ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
秋
田
県
◇
静
岡
県
◇
奈
良
県

◇
北
九
州
市

72ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

◇
東
京
大
学
◇
徳
山
工
業
高
等
専
門
学
校

74
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇
ア
ウ
ト
ド
ア
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

76
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
三
瓶
青
年
の
家

78海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

80
文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
智
恵
子
抄

82
お
知
ら
せ

84編
集
後
記

涼

◇
郷
ノ
浦
町
立
郷
ノ
浦
幼
稚
園

（長崎県）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
見
島
ウ
シ
産
地
（
山
口
県
萩
市
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
大
原
女

表
3
文
化
財
紹
介

◇
絹
本
著
色
釈
迦
金
棺
出
現
図

5
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昭和 3年 9月20日天然記念物指定

見

島

ウ

シ

産

地

（

山

口

県

萩

市

）

問い合わせ先

山口県萩市教育委員会

TEL 0838-25-3 I 31 
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特集

ト
ラ
フ

「
ト
ラ
フ
ダ
ケ
」
と
は
竹
の
種
類
の
名
前
で
は
な
い
。
ヤ

か

ん

と

ら

ふ

シ
ャ
ダ
ケ
と
い
う
竹
の
甜
（
茎
）
に
虎
斑
菌
と
い
う
菌
が
寄

す
す

仕
し
た
も
の
で
あ
る
。
菌
の
つ
い
た
部
分
は
煤
が
つ
い
た
よ

う
に
黒
く
汚
れ
て
見
え
る
が
、
そ
れ
を
ぬ
ぐ
い
落
と
し
て
磨

9
-
6

、ヽ

く
と
、
科
の
表
面
に
暗
紫
褐
色
の
斑
紋
が
浮
か
び
出
て
大
変

芙
し
い
と
い
う
。
残
念
な
が
ら
ト
ラ
フ
ダ
ケ
で
作
ら
れ
た
製

品
は
ほ
と
ん
ど
現
存
し
て
い
な
い
よ
う
だ
が
、
江
戸
時
代
に

は
鉛
な
と
の
エ
土
写
品
と
し
て
珍
誼
さ
れ
て
お
り
、
自
生
地
は

濫
伐
を
防
ぐ
た
め
に
留
山
と
し
て
入
の
出
入
り
か
禁
し
ら
れ

て
い
た
と
の
記
録
も
あ
る
。
）

ヤ
シ
ャ
ダ
，
ア
は
栂
高
四

m
か
ら
八

m
程
度
の
中
型
の
竹

で
本
州
中
部
以
西
の
川
沿
い
に
分
布
し
て
い
る
。
し
か
し
、

ト
ラ
フ
ダ
ケ
の
存
在
は
、
岡
山
県
美
作
地
方
で
し
か
知
ら
れ

て
お
ら
ず
、
現
在
て
は

r

＝
一
町
四
か
所
の
自
生
地
か
天
然
記

念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

虎
斑
菌
は
、
多
湿
で
直
射
日
光
の
当
た
ら
な
い
環
境
を
好

む
よ
う
だ
か
、
そ
の
詳
し
い
生
態
は
分
か
っ
て
い
な
い
。
近

年
、
群
落
の
衰
退
か
懸
念
さ
札
、
保
談
の
た
め
の
調
査
か
始

ま
っ
て
い
る
か
、
ヤ
シ
ャ
ダ
ケ
の
良
好
な
生
育
と
、
虎
斑
菌

の
緊
殖
す
る
条
付
を
両
立
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
、
慎
重
な
管

理
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官

特
別
記
事
一

i 
文化のまち

自
生

（
岡
山
県
真
庭
郡
久
世
町
。
落
合
町
）

ト
ラ
フ
ダ
ケ
自

（
岡
山
県
久
米
郡
久
米
町
）

蒔
田
明
史
）

座

談

会

藝

見

地

域

文

化

新

時

代

◇
（
出
席
者
）
松
浦
幸
碓
／
平
田
オ
リ
ザ
／
中
村
信
夫
／
永
井
多
恵
子
／
’
◇
（
司
会
）
竹
本
廣
文

論
文
魯

20

文
化
の
ま
ち
づ
く
り
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
と
は

◇

衛

紀

生

随
想
烹

24
地
域
文
化
新
時
代
◇
草
刈
雪
一

エ
ッ
セ
ら

28
変
化
の
予
感
◇
松
本
修

R
3
0

地
域
文
化
と
共
鴫
す
る
バ
レ
エ
〈
牧
阿
佐
美

雷

紹

介

、

32
演

劇

は

人

と

人

を

結

ぶ

ア

ー

ト

◇

□S
P実
行
委
員
会

雷
紹
介
②
円

34
伝

統

芸

術

と

現

代

芸

術

が

融

合

し

た

文

化

の

ま

ち

づ

く

り

◇
山
形
県
庄
内
地
方
拠
点
都
市
地
域

事
例
紹
介

□36
挑
戦
す
る
勇
気
あ
げ
ま
す
＂
区
新
潟
県
小
出
郷
文
化
会
館

事
例
紹
介
畠

38ス
キ

ャ

ぎ

ミ

ー

ツ

キ

‘
e
ワ
ー
ル
ド
◇
富
山
県
福
野
町

事
例
紹
介
⑤
久

40
二

―

世

紀

へ

の

新

価

値

づ

く

り

山
里
の
美
学
を
世
界
ヘ
ー
臥
龍
桜
日
本
画
大
賞
展
◇
岐
阜
墨
宮
村

解
説

1
R
4
2
「

芸

術

情

報

プ

ラ

ザ

：

の

活

動

内

容

◇

芸

術

情

報

プ

ラ

ザ

解
説

2
0
4
4
抽
芸
城
す
企
加
の
悔
郎
商
で
に
つ
い
て
◇
文
化
庁
文
化
部
地
域
文
化
振
興
課

-
t
t
t
紀
に
向
け
応
升
護
関
係
人
材
育
成
の
在
り
方

◎

48
こ
れ
か
ら
の
高
餘
社
会
を
支
え
る
介
護
関
係
人
材
の
育
成

C
.
A
.
R
•
E
。
フ
ラ
ン9
7の
持
つ
意
義
に
つ
い
て
◇
鈴
木
章
夫

翌

5
0
ニ
一
世
紀
に
向
け
た
介
護
関
係
人
材
育
成
の

在
り
方
に
つ
い
て
◇
高
等
教
育
局
医
学
教
育
課

,52
育
成
段
階
に
お
け
る
医
療
と
福
祉
の
連
携
の
推
進
◇
川
崎
医
療
福
祉
大
学

@
5
3
福
祉
社
会
シ
ス
テ
ム
専
攻
と
い
う
夜
問
大
学
院

◇
東
洋
大
学
大
学
院
社
会
学
研
究
科

,54
晨
齢
社
会
に
お
け
る
介
護
関
係
麓
策
の
課
題

◇
厚
生
省
社
会
。
援
護
局
施
設
人
材
課

,55
福
祉
サ
ー
ビ
ス
現
場
か
ら
の
期
待
す
る
医
療
系
人
材

二
―
世
紀
医
学
・
医
療
懇
談
会
第
二
次
報
告
を
読
ん
で
◇
橋
本
正
明

58
焦
点
ー
文
教
施
策

6も
で
あ
い
よ
れ
あ
い
◇
平
尾
誠

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
ト
ラ
フ
ダ
ケ
自
生
地
（
岡
山
県
）

本
谷
の
ト
ラ
フ
ダ
ケ
自
生
地
（
岡
山
県
｝

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
打
薬
扁
壺

表
3
文
化
財
紹
介
◇
郡
上
踊

57鑑
賞
鹿
◇
も
の
が
た
り
の
森

子
と
も
の
た
め
の
美
術
展

0
開
館
二

0
周
年
記
念
展

国
立
固
際
美
術
館
の
二

0
年

63
中
敦
審
ニ
ュ
ー
ス

70
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
紺
．

1

，
◇
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

四
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
北
海
道
東
川
町
◇
千
葉
瞑
◇
滋
賀
県

◇
鳥
取
県

74
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

◇
栗
京
畏
工
大
学
◇
沖
縄
大
学

76現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇
競
技
力
向
上
を
支
え
る
強
化
ス
タ
ッ
フ
に
つ
い
て

78
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
青
少
年
総
合
セ
ン
タ
ー

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

82
文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
田
舎
教
師

84編
集
後
記

大正 13年12月9日天然記念物指定（久世町・落合町）

昭和51年 6月15日天然記念物指定（久米町）

問い合わせ先 岡山県教育委呂会文化課

TEL 08G -224 -2189 

写呉提供：落合町教育委員会
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特集 外
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
、
体
長
五
O
c
m
、
尾
は
短
く
二

cm
程

度
し
か
な
く
、
体
霞
は
一
・
ニ
―
k
g
か
ら
ニ
・
七
k
g
の
小
型
の
ウ
サ

ギ
で
あ
る
。
毛
の
色
は
濃
い
褐
色
で
、
耳
そ
し
て
足
と
も
に
短
く
、

っ
め

前
足
の
爪
が
長
い
と
い
う
特
徴
を
持
つ
。
こ
の
形
態
的
特
徴
か
ら
、

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
は
原
始
的
な
タ
イ
プ
の
ウ
サ
ギ
と
考
え
ら

れ
、
生
き
た
化
石
と
呼
ば
札
て
い
る
。

ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
キ
は
我
か
国
固
有
の
腫
で
、
そ
の
分
布
は

奄
英
•
徳
之
島
に
限
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
動
物
相
は
屋
久

島
以
北
の
J
L
州
や
本
州
な
ど
の
地
域
の
動
物
相
と
嬰
な
っ
て
い
る

か
、
こ
の
ウ
牙
キ
は
そ
の
成
立
過
程
を
知
る
上
で
、
学
術
上
の
価

値
が
高
い
。

シ
イ
、
カ
シ
か
優
占
す
る
山
地
の
森
林
に
生
息
し
、
夜
行
性
で

r

え
さ

昼
間
は
岩
穴
や
樹
洞
で
休
息
す
る
。
餌
は
主
に
ス
ス
キ
な
と
の
草

本
や
木
の
芽
で
、
シ
イ
の
実
な
と
も
食
へ
る
。
生
態
や
行
動
に
づ

い
て
は
ま
だ
分
か
ら
な
い
こ
と
が
多
い
。
出
産
は
春
と
秋
の
二
回

に
集
中
し
一
回
の
出
産
で
一
羽
の
子
を
生
む
。
子
ウ
サ
ギ
は
未

熟
な
状
態
て
生
ま
れ
る
た
め
、
子
育
て
に
は
士
中
に
掘
っ
た
一

m

は
ど
の
横
穴
か
使
わ
れ
る
c

森
株
の
開
発
に
よ
る
生
息
環
境
の
分
断
や
減
少
、
林
追
か
建
設

さ
れ
た
こ
と
に
よ
リ
野
イ
ヌ
や
野
ネ
コ
か
山
奥
に
A‘

る
よ
う
に
な

っ
た
こ
と
な
ど
で
、
そ
の
生
存
が
脅
か
さ
仇
て
い
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
膜
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田
啓
）

進

＇

贔

8

現
代
の
教
育
で
い
ち
ば
ん
大
切
な

野

外

教

育

◇

三

浦

雄

一

郎

推の
座
談
会

R10

生
き
る
力
を

は
ぐ
く
む
野
外
育

◇
（
出
席
き
杉
原
正
／
五
十
川
隆
夫
／
高
梨
房
子
／
高
野
孝
子

◇
（
司
会
）
尾
山
晨
之
助

詈―旦

'
2
0
企
業
か
ら
み
た
教
育
と
目
然
体
験
◇
後
藤
康
男

,
2
4
環
燒
問
題
を
怠
識
し
た

野
外
敦
育
の
す
す
め
◇
阿
部
治

雲

28
民
開
団
体
に
お
け
る
野
外
敦
育
の
課
題
◇
佐
胃
謳

竺

32
個
を
生
か
す
野
外
教
育
◇
土
井
浩
信

事
例
紹
介
①

036
チ
ャ
レ
ン
ジ
呂
ク
エ
ス
ト

登
校
拒
否
児
童
。
生
徒
の
自
然
体
験
活
動
シ
山
口
隈
教
育
委
員
会

言
紹
介
②
愈

40自
然

。

人

念

地

域

に

学

ぶ

◇

兵

庫

喋

立

南

但

馬

自

然

学

校

事
例
紹
介
⑧
愚

44
限

り

な

き

成

長

ー

野

尻

学

荘

東
京
Y
M
C
A
少
年
長
期
キ
ャ
ン
プ
・
◇
財
団
法
人
日
本
y
M
C
A同
盟

解
説
・
資
料
喜
青
少
年
の
野
外
教
育
の

充
実
に
向
け
た
施
策

青

少

年

の

野

外

教

育

推

進

事

業

◇

生

涯

学

習

局

青

少

年

教

育

課

ミ
ノ

◇
日
南
市
立
妖
肥
小
学
校
（
宮
崎
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
鵜

表

3
文
化
財
紹
介

◇
彦
根
城
天
守
・
附
櫓
及
び
多
聞
櫓

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い

c吉
野
直
子

52焦
点
ー
文
教
施
策

57鑑
賞
席
◇
曰
本
南
極
観
測
四
0
周
年
記
念

ふ

し

ぎ

大

陸

南

極

展

◇
時
代
を
語
る
冨
k

]

と

[

織

]

墨
書
の
あ
る
近
世
の
染
織

5
8
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
6
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
紐

◇
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

68都
道
府
県
発
ー
認
塁
畜
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
福
島
県
食
〉
神
奈
川
票

◇
石
川
県
松
任
市
◇
鹿
児
島
県

7
0
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
謡
座
ー
大
学
の
公
開
講
座
か
ら

◇
仙
台
霞
波
工
業
高
等
専
門
学
校
◇
金
沢
大
学

四
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇
ス
ポ
ー
ツ
指
導
者
養
成
制
度
に
つ
い
て

74
科
学
は
い
ま

◇
「
全
地
球
史
解
読
」
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム

76
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
曽
爾
少
年
自
然
の
家

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
0
文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
怪
談

8
2
刊
行
物
紹
介
。
お
知
ら
せ

84
編
集
後
記

5
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大正i0年 3月3日天然記念物指定

昭和38年 7月4日特別天然記念物指定

（地域定めず）
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「
歌
津
誼
崎
の
魚
竜
化
石
西
地
お
よ
び
焦
竜
化
石
」
は
、
魚
竜

化
石
の
標
本
と
化
石
を
産
出
す
る
地
層
の
両
方
が
天
然
記
念
物
に

指
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
化
石
は
、
通
訊
「
ウ
タ
ッ
ギ
ョ
リ
ュ
・
ウ
」

と
い
う
名
前
で
呼
は
れ
て
い
る
。

ウ
タ
ッ
ギ
ョ
リ
ュ
ウ
は
体
長
―

m
ほ
ど
の
一
見
＇
ー
ル
カ
に
似
た

か
い
せ
い
ょ
ち
ゃ
う

海
棲
爬
虫
類
の
仲
間
で
あ
る
。
最
古
の
爬
虫
類
は
約
三
億
五
〇
〇

0
万
年
前
の
石
炭
紀
に
発
生
し
、
こ
れ
か
ら
多
様
な
爬
虫
類
か
進

化
す
る
こ
と
に
な
る
。
中
生
代
に
大
繁
栄
を
し
突
然
絶
滅
し
た
恐

窟
や
炭
竜
、
そ
し
て
ウ
ク
ツ
ギ
ョ
リ
ュ
ウ
の
よ
う
な
魚
竜
な
ど
で

あ
る
c

こ
う
し
た
爬
虫
類
の
辿
化
の
中
で
、
ウ
タ
ッ
ギ
ョ
リ
ュ
ウ

は
、
「
海
の
恐
竜
」
と
言
っ
て
も
よ
い
存
在
で
あ
ろ
う
。

ウ
タ
ッ
ギ
ョ
リ
ニ
・
ワ
の
化
石
が
発
見
さ
れ
た
地
陪
は
、
今
か
ら

た
い

二
憶
四

0
0
0万
年
前
の
中
生
代
三
骨
紀
初
期
の
浅
い
海
で
堆
積

し
た
泥
の
地
層
て
あ
る
。
こ
礼
は
、
祉
界
各
地
の
焦
竜
化
石
産
地

の
中
で
も
最
古
の
も
の
で
あ
る

0

，
内
な
わ
ち
、
今
の
と
こ
ろ
世
界

で
一
番
最
初
に
焦
竜
か
現
れ
た
場
所
で
あ
る
と
い
え
る
。

宮
城
県
歌
禅
町
て
は
、
化
石
が
霧
出
し
た
岩
盤
を
ア
ク
リ
ル
板

て
保
護
し
、
泥
岩
の
中
で
の
魚
竜
化
石
の
産
出
状
況
か
分
か
る
よ

う
に
唸
備
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
化
石
は
、
焦
竜
の
辿
化
や
類
縁

の
恐
竜
、
ひ
い
て
は
爬
虫
類
の
遮
化
全
体
を
理
解
す
る
上
で
粒
界

的
に
も
賞
重
な
資
料
で
あ
る
。
後
翫
に
長
く
残
し
て
い
か
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
場
所
で
あ
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
謀
文
化
財
調
査
官
桂
雄
―
-
i
)

（
宮
城
県
歌
津
町
）

え

座
談
会
泰

10

大
学
が
社
会
に
果
た
す
べ
き
責
任

と
自
己
点
検
贔
評
価
の
役
割

◇
（
出
席
き
木
村
孟
／
麻
生
誠
／
猪
口
邦
子
／
◇
（
司
会
）
高
為
重

評
論
⑭

22
社
会
の
接
点
と
し
て
点
検
⑮
評
価
に

何
が
求
め
ら
れ
る
の
か
ぐ
中
津
井
泉

ェ
ノ
＇
予
喜
「
形
の
喪
失
」
と
大
学
教
育
の
将
来
◇
大
森
濡

雷

紹

介

、

2
8
「
名
古
屋
大
学
懇
話
会
」
の
活
動
◇
名
古
屋
大
学

寧
例
紹
介
②
＠

3
0
東
京
大
学
文
学
部
に
お
け
る
r
外
部
評
価
」
へ
〉
東
京
大
学
文
学
部

雷
紹
介
⑧
烹

32
全
学
規
模
で
行
わ
れ
た
第
三
者
評
価

東
京
工
業
大
学
の
自
己
点
検
。
自
己
評
価
。
外
部
評
価
の
例
◇
東
京
工
業
大
学

事
例
紹
介
④

R
3
5
活
用
さ
れ
て
い
る
学
生
の
授
業
評
価
国
際
大
学

解
説
ー
、

3
8
自
己
点
検
。
評
価
の
全
般
的
傾
向
に
つ
い
て

（
外
部
評
価
も
含
む
）
0
高
等
教
育
局
大
学
課
大
学
改
革
推
進
室

解

説

、

4
2
大
学
璽
識
会
の
審
議
状
況
に
つ
い
て
）
高
等
教
育
局
企
画
課

解
説

3
9
4
7
「
大
学
の
教
員
等
の
任
期
に
関
す
る
法
律
」
に
つ
い
て

◇
高
等
教
育
局
企
画
課

r

特
別
記
事
都
道
府
贖
生
芦
学
習
情
報
犀
供
シ
ス
テ
ム
の
躙
度
化
の
饂
這

@50
流

れ

を

見

る

目

◇

時

岡

禎

一

郎

竺

52
都
道
府
県
生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
の

高
度
化
の
推
進
と
方
策
箪
沢
茂
／
清
原
慶
子

竺

5
8
複
数
の
提
供
手
段
を
活
用
し
た

生
涯
学
習
情
報
提
供
シ
ス
テ
ム
◇
島
根
隈
立
生
涯
学
習
推
進
セ
ン
タ
ー

◇
山
形
県
立
上
山
明
新
館
高
等
学
校

（山形県）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

ヘ
＞
歌
津
館
崎
の
魚
竜
化
石
産
地

お
よ
び
魚
竜
化
石
（
宮
城
県
歌
津
町
）

ご

衣

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
虹
を
見
る

：
ぶ
表
3
文
化
財
紹
介
◇
和
歌
体
十
種

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◇
小
川
誠
子

62焦
点
ー
文
教
施
策

68
お
知
ら
せ

69
鑑
賞
廊
◇
ア
ル
フ
レ
ッ
ド
・
ス
テ
ィ
ー
グ
リ
ッ

ツ
と
野
島
康
三

◇
民
博
開
館
二

0
周
年
記
念
特
別
展

異
文
化
へ
の
ま
な
ざ
し

大
英
博
物
館
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
さ
ぐ
る

70
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
紐

◇
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

四
都
道
府
県
発
ー
教
言
学
術
文
化
・
る
小
ー
ツ
ニ
ュ
よ
人

◇
山
形
県
羽
黒
町
◇
三
重
県
◇
大
阪
府

◇
愛
媛
県

74
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座

|
K学
災
諭
置
座
か
ら

◇
千
葉
大
学
◇
神
戸
大
学

76
科
学
は
い
ま

0
都
市
直
下
の
地
震
に
よ
る
災
害
の
防
止
と
軽
減

内
陸
の
活
断
層
の
脅
威

78
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
大
洲
青
年
の
家

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

82
文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
琵
琶
湖
周
航
の
歌

84
編
纂
後
記

ua 
イラスト／内部消英・須田博行・室井さと子

R問い合わせ先

歌津町教育委員会

TEL 0226-36-2130 

極ウタツギョリュウ化石の写真。長
ろっ

く突き出した口と肋骨が明瞭。

マウタツギョリュウを奎出する地層。

化石はアクリル板で保證されている。

昭和50年 3月2日天然記念物指定

産

写具提供；宮城県教育委貝会及び歌湘町教育委員会
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特集中央教育審議会第二次答申
シ
ロ
ヘ
ビ
は
長
さ
が
一
八
O
c
m
、
胴
回
り
が
一
五
c
m
程
度
で
、

そ
の
名
の
と
お
り
全
身
白
く
光
沢
の
あ
る
鱗
で
覆
わ
れ
、
ル
ビ
ー

色
の
赤
い
目
を
し
て
い
る
。

こ
の
シ
ロ
ヘ
ビ
は
種
と
し
て
は
、
我
が
国
に
普
通
に
生
息
し
て

い
る
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
で
、
突
然
変
異
に
よ
っ
て
メ
ラ
ニ
ン
色
素

が
欠
乏
し
白
化
し
た
も
の
で
あ
る
。
岩
国
で
は
シ
ロ
ヘ
ビ
が
安
定

し
た
遺
伝
集
団
と
し
て
、
一
地
域
に
集
中
し
て
生
息
し
て
お
り
、

ハ
虫
類
の
中
で
こ
の
よ
う
な
例
は
世
界
的
に
み
て
も
唯
一
の
も
の

で
、
学
術
的
に
貴
重
な
も
の
で
あ
る
。

な
ぜ
こ
の
よ
う
な
シ
ロ
ヘ
ビ
の
集
団
が
確
立
し
、
長
い
期
間
保

た
れ
て
い
る
の
か
、
生
物
学
的
に
も
興
味
が
持
た
れ
て
い
る
。
岩

国
で
は
江
戸
時
代
か
ら
、
米
倉
で
害
を
な
す
ネ
ズ
ミ
の
天
敵
と
し

て
、
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
よ
り
も
シ
ロ
ヘ
ビ
を
大
切
に
保
存
し
て
き

た
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
人
為
的
な
選
択
が
シ
ロ
ヘ
ビ
集
団
を

成
立
さ
せ
、
ま
た
シ
ロ
ヘ
ビ
と
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
と
の
遺
伝
的
交

流
が
保
た
れ
る
こ
と
で
、
生
存
に
不
利
な
シ
ロ
ヘ
ビ
集
団
が
保
存

さ
れ
て
き
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

近
年
、
宅
地
開
発
等
で
石
垣
や
米
倉
が
減
少
し
シ
ロ
ヘ
ビ
の
生

息
環
境
が
失
わ
れ
て
き
て
お
り
、
岩
国
市
で
は
飼
育
・
放
飼
場
を

設
置
し
て
シ
ロ
ヘ
ビ
の
保
存
を
図
っ
て
い
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田
啓
）

.42
諸
外
国
の
大
学
入
学
制
度
と
例
外
措
置

◇
大
臣
宣
房
調
査
統
計
企
画
課

岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ

論
文
•
2
0中
央
教
育
審
議
会
第
二
次
答
中
の
ポ
イ
ン
ト
◇
木
村

エ
ッ
セ
イ
•
2
2中
教
審
の
審
議
に
参
加
し
て
◇
河
合
隼
雄

中
紐
麟
霜
・

2
4
新
た
な
「
公
乎
観
」
を
ど
う
作
る
か
◇
永
井
順
國

.26
中
央
教
育
審
議
会
第
二
次
答
申
の

『
高
等
学
校
入
学
者
選
抜
の
改
善
』
を
読
ん
で
◇
松
原
伸
悟

.28
新
た
な
時
代
に
対
応
し
た
教
育
改
革
の
推
進
を

◇
森
本
昌
義

.30
本
校
の
取
組
の
中
か
ら
思
う
こ
と
着
切
正
憲

.
3
2
教
育
上
の
例
外
措
置
に
つ
い
て
◇
野
口
廣

.
3
4
中
教
審
答
申
を
読
ん
で

高
齢
社
会
に
対
応
す
る
教
育
を
中
心
に
◇
山
崎
美
貴
子

解
説
•
3
6中
央
教
育
審
議
会
第
一

◇
大
臣
宣
房
政
策
課

一
次
答
申
に
つ
い
て

巻
頭
言
●

8

丘
酋
守
重
す
る
教
育
を

H

◇

小

杉

隆

孟

座
談
会•
1
0
-――
世
紀
を
展
望
し
た
教
育
改
革
・

形
式
的
な
平
等
の
重
視
か
ら
個
性
の
尊
重
ヘ

◇
（
出
席
者
）
有
馬
朗
人
／
小
澤
紀
美
子
／
清
水
司
／
荒
井
桂

◇
（
司
会
）
富
岡
賢
治
＼

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
若
き
家
鴨

表
3
文
化
財
紹
介

◇
山
之
口
の
文
弥
人
形

1
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

◇
岐
阜
市
立
加
納
中
学
校
（
岐
阜
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
岩
国
の
シ
ロ
ヘ
ビ

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◇
野
村
萬
斎

48
焦
点
ー
文
教
施
策

56
刊
行
物
紹
介

57中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

62
鑑
賞
席
◇
新
国
立
劇
場
開
場
記
念
公
演

圏
伊
玖
磨
作
曲
「
建
．

T
A
K
E
R
U」

◇
日
本
の
か
た
な

鉄
の
わ
ざ
・
武
の
こ
こ
ろ

64
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
組

◇
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

66
都
道
府
県
発
ー
整
自
・
差
叩
・
文
化
・
る
小
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
新
潟
県
◇
長
野
県
小
諸
市

◇
和
歌
山
県
◇
香
川
県

6
8ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
~
の
ハ
綸
羅
座
かb

◇
電
気
通
信
大
学
◇
日
本
女
子
大
学

70
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇
競
技
力
向
上
の
た
め
の
＿
貫
指
導
に
つ
い
て

72
科
学
は
い
ま

◇

H
ー
＞
／
エ
イ
ズ
研
究
の
新
展
開

74
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
花
山
少
年
自
然
の
家

76海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

78文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
荒
城
の
月

80
お
知
ら
せ

84
編
集
後
記

5
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●問い合わせ先 岩国市教育委員会

TEL 0827-22-4141 
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特集

嬰
喜
放
送
大
学
の
将
来
◇
星
野
英
一

R
2
1

今
後
の
放
送
大
学
の
在
り
方
◇
立
石
信
雄

随
想

9
2
4
効

率

性

よ

り

も

ま

ず

倫

理

性

の

志

を

◇

酒

井

;26
学
び
続
け
る
こ
と
篇
名
桜
子

0
2
8

放
送
大
学
と
私
◇
御
手
洗
理
英

解
説
＠

38
諸
外
国
の
遠
隔
教
育
機
関
と
の
交
流

◇
放
送
大
学
学
園
教
務
部
教
務
課

R
4
0
放
送
大
学
の
現
状
と
合
後
の
課
題

◇
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課

,43
資料

c48
や
さ
し
い
用
語
解
説

事
例
紹
介
◎

30

対
談
を

10

送
大
学
に
お
け
る
様
々
な
試
み

◇
放
送
大
学
学
園

昭

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
〈
〉
丹
羽
雅
子

49焦
点
ー
文
教
施
策

55
お
知
ら
せ

59
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

66
鑑
賞
席
◇
村
岡
三
郎
近
作
展

ぐ
開
館
一

0
0
周
年
記
念
特
別
屎
覧
会

桃
山
絵
画
讃
歌

黄
金
の
と
き
ゆ
め
の
時
代

68
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
糾

◇
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

70
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
青
森
県
中
里
町
◇
岐
阜
県
中
津
川
市

◇
福
井
票
◇
畏
崎
市

72
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
大
学
佼
給
腐
置
か

9

◇
宮
城
教
育
大
学

◇
共
立
女
子
大
学
・
共
立
女
子
短
期
大
学

74
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇
民
間
ス
ポ
ー
ツ
施
設
へ
の
支
援
に
つ
い
て

76科
学
は
い
ま

◇
体
の
「
左
と
右
」

78
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
那
須
甲
子
少
年
自
然
の
家

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

82
文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
奥
の
細
道

84編
菓
後
記

学
に

◇
小
尾
信
禰
／
宮
本
美
沙
子

む

雪
＝
日
胃
放
送
大
学
の
全
国
化
へ
向
け
て
◇
井
上
孝
美

宮
崎
県
の
南
部
、
都
井
岬
の
先
端
に
我
が
国
の
代
表
的
な
在
来

馬
の
一
っ
、
岬
鳥
が
い
る
。
体
高
は
一
三
O
c
m
程
度
と
中
型
で
、

ろ

う

ひ

づ

め

胴
が
や
や
長
く
、
下
半
身
が
発
達
し
、
堅
牢
な
蹄
を
持
っ
て
い
る
。

な
ま
ず

毛
色
は
鹿
毛
系
統
の
も
の
が
主
体
で
、
背
中
に
暗
色
の
鯰
線
を
有

す
る
も
の
が
多
い
。

日
本
の
在
来
馬
は
、
縄
文
時
代
後
期
に
中
国
大
陸
南
部
あ
る
い

は
朝
鮮
半
島
か
ら
導
入
さ
れ
た
も
の
か
起
源
と
な
っ
て
い
る
。
こ

も
う

の
う
ち
岬
鳥
は
朝
鮮
半
島
を
経
由
し
て
も
た
ら
さ
れ
た
蒙
古
烏
の

系
統
を
継
く
も
の
と
さ
れ
、
そ
の
特
徴
を
純
粋
に
よ
く
残
し
て
お

り
、
数
少
な
い
我
が
国
の
在
来
馬
と
し
て
天
然
記
念
物
に
指
定
さ

rf

J

o
 

J
4
，ア岬

馬
の
歴
史
は
一
六
九
七
年
に
高
鍋
蒋
秋
月
家
が
御
崎
牧
場
を

創
成
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
る
。
明
治
か
ら
は
地
元
の
御
崎
組
合
の

.,<r.~ 

共
有
牧
場
と
な
っ
た
。
急
峻
な
地
形
の
牧
場
で
、
藩
政
時
代
か
ら

続
く
ほ
と
ん
ど
人
為
的
な
管
理
を
加
え
な
い
放
牧
に
よ
っ
て
、
野

性
味
あ
ふ
れ
る
岬
馬
の
特
徴
が
維
持
さ
れ
て
き
た
。

岬
馬
の
野
生
味
は
そ
の
外
観
に
と
ど
ま
ら
な
い
。
雄
を
中
心
に

複
数
の
雌
と
そ
の
子
か
ら
な
る
群
れ
を
単
位
と
し
、
群
れ
固
有
の

生
活
の
根
拠
地
（
立
場
と
言
わ
れ
る
）
、
餌
場
、
水
場
を
一
定
の

行
動
圏
と
し
て
遊
牧
す
る
こ
と
も
、
ウ
一
、
本
来
の
生
態
を
知
る
上

で
重
要
な
特
徴
で
あ
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
詞
査
官
池
日
啓
）

昭和28年 II月i4日天然記念物指定

姿問い合わせ先

串問市教育委員会

TEL 0987-71-1111 

撮影・斎藤政美

そ

（
宮
崎
県
串
閲
市
）

ー
あ
る
日
の
学
校
訪
問
記

◇
京
田
辺
市
立
田
辺
東
幼
稚
園
（
京
都
府
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
岬
馬
お
よ
び
そ
の
繁
殖
地
（
宮
崎
県
）

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
雲
中
天
壇

表

3文
化
財
紹
介

◇
富
田
城
跡
（
島
根
県
）

5
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カ
モ
シ
カ
は
シ
カ
と
つ
く
こ
と
か
ら
シ
カ
の
一
種
だ
と
誤
解
さ

れ
る
こ
と
が
多
い
が
、
ウ
シ
科
に
属
し
、
ヤ
ギ
や
ヒ
ッ
ジ
に
近
い

仲
間
で
あ
る
。
カ
モ
シ
カ
が
シ
カ
で
は
な
く
ウ
シ
の
仲
間
で
あ
る

証
拠
に
、
角
は
一
本
角
で
枝
分
か
れ
す
る
こ
と
な
く
、
ま
た
一
生
、

生
え
替
わ
る
こ
と
は
な
い
。

九
州
か
ら
、
四
国
、
紀
伊
半
島
以
東
か
ら
青
森
ま
で
の
本
州
の

山
岳
地
に
生
息
し
て
い
る
。
カ
モ
シ
カ
は
我
が
国
固
有
の
種
で
、

原
始
的
な
形
態
を
し
て
い
る
と
さ
れ
、
ま
た
近
縁
の
種
が
台
湾
や

東
南
ア
ジ
ア
に
分
布
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
我
が
国
の
動
物
相
の

成
立
を
知
る
上
で
重
要
な
動
物
で
あ
る
。
．

通
常
、
オ
ス
、
メ
ス
と
も
八
o
h
a
か
ら
―
o
o
h
a
ほ
ど
の
行
動

域
内
で
単
独
で
生
活
し
て
い
る
。
こ
の
行
動
域
は
同
性
に
対
し
て

ひ

づ

め

せ

ん

は
な
わ
ば
り
と
し
て
機
能
し
、
目
の
下
や
蹄
間
に
あ
る
分
泌
腺
か

ら
出
る
物
質
を
木
の
枝
な
ど
に
擦
り
つ
け
て
な
わ
ば
り
の
目
印
と

し
て
い
る
。
出
産
は
春
、
一
産
一
仔
で
た
ま
に
双
子
が
生
ま
れ
る
。

餌
は
木
の
葉
や
草
が
主
で
、
夏
は
落
葉
樹
の
み
ず
み
ず
し
い
葉
、

冬
は
常
緑
樹
の
葉
や
サ
サ
を
食
べ
る
。

静
岡
県
水
窪
町
で
は
、
『
カ
モ
シ
カ
と
森
の
体
験
館
』
を
開
館

し
、
カ
モ
シ
カ
を
主
役
と
し
た
森
の
動
物
と
人
と
の
共
存
を
テ
ー

マ
に
、
野
外
観
察
で
き
る
観
察
舎
や
園
路
お
よ
び
学
習
施
設
を
整

備
し
て
い
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田
啓
）

噺たな時代に向けた
教員養成の政善方策について

••••••••• • 38 36 33 30 28 26 23 20 闊□湛な農魯□9!:'
時育交ぢ忍ぶ贔届盈訊が

郎闘る書げ員に代、時
詞ハ‘墨薮教↑漬つtー且代
答け魯食子育師豆荘ラに
韓会懇〖負ほ騎堺輌
田町冗期h薮畏け
成成活◇の／了弘紐員畠た
塁の用冒体テ滝 養：教

鱈［雙ど呈 < 成昇員
方冒雙目 の昌養
策冒弾§ 成

特
別
馨
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
五

0
周
年

.
5
0
民
間
ユ
ネ
ス
コ
運
動
五

0
周
年
を
振
り
返
っ
て

◇
社
団
法
人
日
本
ユ
ネ
ス
コ
協
会
連
盟

.52
地
域
ユ
ネ
ス
コ
活
動
は
行
動
の
場
◇
目
黒
ユ
ネ
ス
コ
協
会

.53
国
際
基
督
教
大
学
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ
と
は
つ
・

◇
国
際
基
督
教
大
学
ユ
ネ
ス
コ
ク
ラ
ブ

.54
民
間
ユ
ネ
ス
コ
活
動
と
と
も
に
歩
む

◇
財
団
法
人
ユ
ネ
ス
コ
・
ア
ジ
ア
文
化
セ
ン
タ
ー

.56
ア
ジ
ア
の
人
文
・
社
会
科
学
研
究
の
た
め
に

竺

拉

詠

謬

翡

経

疇

誇

迄

符

ー

ー

の

事

業

.57
我
か
国
に
お
け
る
ユ
ネ
ス
コ
活
動
の
推
進

◇
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課

召
団
S

～
昴
翫

◇
大
阪
府
立
東
住
吉
高
等
学
校

（
大
阪
府
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
カ
モ
シ
カ

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
婦
人
像

表
3
文
化
財
紹
介
◇
日
田
祇
園
の
曳
山
行
事

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◇
上
川
隆
也

5
8焦
点
—
文
教
施
策

60
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

66
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
組
・

◇
教
育
テ
レ
ビ
放
送
の
実
施

68
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
山
形
県
鶴
岡
市
◇
茨
城
県
立
京
都
府

立
局
知
県
高
知
市

70
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
姦
柔
火
論
羅
座
か
ら

◇
弘
前
大
学
◇
上
智
大
学

72
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

畔

疇

5
詑
立
ッ
ク
冬
季
競
技
大
会
の

7
3
お
知
ら
せ

74
科
学
は
い
ま

◇
ア
ル
ツ
八
イ
マ
ー
病
に
お
け
る

神
経
組
織
の
変
化
の
在
り
方
を
探
る

76
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
沖
縄
青
年
の
家

7
8
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

8
0
文
学
Q
ふ
る
さ
と
◇
死
に
た
ま
ふ
母

82
鑑
賞
席
◇
文
人
画
の
近
代

鉄
斎
と
そ
の
師
友
た
ち

◇
新
国
立
劇
場
開
場
記
念
公
演

青
山
半
蔵
、
平
成
を
覚
ま
す

夜
明
け
前

8
4
編
集
後
記

5
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カ
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シ
カ
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ニ
ホ
ン
ザ
ル
は
屋
久
島
か
ら
下
北
半
島
に
か
け
、
広
く
分
布
す

る
我
か
国
固
有
の
動
物
で
あ
る
。
人
を
除
く
謡
長
類
の
中
で
は
景

も
北
に
分
布
す
る
種
て
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。

各
地
に
サ
ル
か
生
息
す
る
と
い
う
こ
と
は
、
人
と
サ
ル
の
距
離

か
近
い
こ
と
を
意
味
し
、
サ
ル
を
主
人
公
に
し
た
動
物
民
話
や
説

あ
か
し

話
が
数
多
く
あ
る
こ
と
は
そ
の
証
で
あ
ろ
う
c

ち
な
み
に
先
迪

国
の
中
で
は
我
か
国
は
野
生
の
サ
ル
か
生
息
す
る
吼
一
の
国
で
あ

る。
こ
の
こ
と
も
あ
っ
て
、
我
が
国
で
は
篇
長
類
研
究
が
巡
み
、
大

分
県
の
高
崎
山
、
宮
崎
県
の
幸
島
か
そ
の
先
駆
け
と
な
っ
た
。
叩

に
も
箕
面
山
（
大
阪
府
）
、
臥
牛
山
（
岡
山
累
）
高
宕
山
（
千
葉

県
）
も
格
好
の
研
究
r,
f
ー
ル
ド
と
な
り
下
北
半
島
を
加
え
た

六
か
所
か
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

高
崎
山
は
別
府
湾
に
而
し
た
海
抜
六

0
0
m
余
り
の
山
で

r

野

生
の
ニ
ホ
ン
サ
ハ
を
騨
近
に
観
察
で
き
る
こ
と
て
全
図
的
に
知
ら

九
て
い
る
。
ニ
ホ
ン
ザ
ル
の
柑
会
や
生
態
は
教
科
響
に
も
戦
り
、

私
た
ち
に
よ
く
知
ら
札
て
い
る
か
、
そ
れ
に
果
た
し
た
高
崎
山
の

役
割
は
大
き
い
。
当
初
ニ
ニ

0
頸
て
あ
っ
た
群
礼
は
現
在
一
一
＿
群
―
-

0
0
)
0賄
に
も
な
っ
て
い
る
。
管
理
団
体
で
あ
る
大
分
市
で
は
r

専
門
家
を
文
え
調
査
研
究
を
行
い
、
保
設
管
理
の
方
策
を
樹
立
し

て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田
啓
）

座
談
会
磐

10

敦

員

の

海

と

国

ハ
＞
（
出
席
き
坂
下
英
喜
／
石
橋
弘
光
／
ヒ
ュ
ー•F

オ
リ
フ
ァ
ン
ト
／

内

海

成

治

□司
会
）
吉
尾
啓
介

論
文
隻

20

今
後
の
教
員
の

国
際
交
流
ん
協
力
の
在
り
方
ぅ
佐
藤
郡
衛

エ
ッ
セ
イ
◎

24
異

文

化

は

教

師

◇

ジ

ョ

ア

ン

り

ピ

ン

グ

ス

ト

ン

特
色
い
い
⑫

26
フ
ル
ブ
ラ
イ
ト
・
メ
モ
リ
ア
ル
基
虚
米
国
教
員
等

受
入
事
業
ー
動
き
始
め
た
曰
米
初
等
中
等
教
育
教
貴
の
交
流

◇
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課
教
育
文
化
交
流
室

命

30
ア
メ
リ
カ
か
ら
二

0
名
の
教
員
を
迎
え
て

◇
岐
阜
県
教
育
委
員
会

烹

32
は
じ
め
ま
し
て
N
I
P
P
O
N
'
a◇
キ
ャ
ッ
シ
ー
。
ス
パ
イ
サ
ー

？
二
つ
の
目
標
へ
向
け
た
二
つ
の
方
法

◇
ビ
ッ
キ
ー
。
ガ
デ
ッ
キ
／
ス
ー
ザ
ン
。
ハ
ウ
レ
イ

,36
外
国
教
育
施
設
日
本
語
指
導
教
員
派
遣
事
業

(
R
E
X
プ
ロ
グ
ラ
ム
）
に
つ
い
て

へ
ゞ
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課

魯

38
英
国
・
ウ
エ
ー
少
＾
で
教
え
て
、
学
ん
で
◇
川
口
雅
子

⑳

40
青
年
海
外
協
力
隊
の
事
業
概
愛

◇
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課
教
育
文
化
交
流
室

9
4
2
私
に
で
き
る
こ
と
◇
田
川
昌
子

解
説
◎
4
4教
員
の
国
際
交
流
•
国
際
協
力
に
関
す
る
諸
事
業
に
つ
い
て

◇
学
術
国
際
局
国
際
企
画
課
教
育
文
化
交
流
室

昭和28年 II月14日天然記念物指定

西問い合わせ先 大分市教育委員会

TEL 0975 →3ふ•61!1

（
大
分
県
大
分
市
）

◇
伊
勢
市
立
厚
生
小
学
校
（
三
菫
琶

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

◇
高
崎
山
の
サ
ル
生
息
地
（
大
分
墨

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
東
寺
の
縁
日

表

3
文
化
財
紹
介

0徳
島

藩

御

召

鯨

船

千

山

丸

6
で
あ
い
。
ふ
れ
あ
い
◇
諏
訪
丙
晶
子

46
焦
点
ー
文
教
施
設

53
刊
行
物
紹
介
ょ
お
知
ら
せ

54
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

64
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
紐

乙
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

臼
都
道
府
県
発
）
教
育
坐
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

◇
岩
手
県
北
上
市
＾
‘
＞
埼
玉
県

◇
群
馬
漿
吉
井
町
◇
大
分
県

68
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
|
大
学
の
ハ
給
囲
講
座
か
ら

◇
筑
波
技
術
短
期
大
学
◇
城
西
国
際
大
学

70
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇
長
野
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
と
環
境
保
全

72
科
学
は
い
ま

◇
遺
伝
子
の
傷
を
治
す
し
く
み

74
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
吉
備
少
年
自
然
の
家

76
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

7
8文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
源
氏
物
語
~
子
治
十
帖

80
鑑
賞
席
ぐ
平
成
―

0年
初

春

歌

舞

伎

公

演

◇

新

国

立

渕

場

聞

場

記

念

公

涼

現
代
舞
踊
ー
パ
ノ
ラ
マ
巳
展

82
お
知
ら
せ

84
編
集
後
記

5
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巻
頭
言
◎
口
生
匪
に
わ
た
る
心
身
の
健
廉
の

保
持
増
進
の
た
め
に
若
川
忠
雄

座
雙
蓄
日
現
代
の
社
会
変
化
と

て
心
身
の
健
康
と
ス
ポ
ー
ツ

っ

◇

（

出

席

者

）

加

賀

谷

煕

彦

／

和

唐

正

勝

／

恵

美

三

紀

子

／

河

野

一

郎

／

秋

山

エ

リ

カ

◇

（

司

会

：

北

村

幸

久

振

論

文

◎

24四
m健
体
宰
日
字
笛
琺
叩
会
答
申
の
ポ
イ
ン
ト
◇
落
合

興ッ

9
学
校
健
庫
敦
育
の
方
向
と
展
望
ヘ
ッ
高
石
昌
弘

のポ

'
3
0
生
匪
に
わ
た
る
ス
ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ
の
実
現
に

ス
び

向

四

け

”

て

◇

山

口

泰

雄

及
育

＠

3
3
競
技
力
向
上
方
策
の
概
略
晨
見
俊
雄

る

エ

ッ

セ

イ

鬱

36保体審
の

審

議

に

参

加

し

て

◇

本

間

三

和

子

教す
関

等

38ス
ポ

ー

ツ

心

弾

ま

せ

て

◇

増

田

明

美

康

象

40日本
の

ア

イ

ス

ホ

ッ

ケ

ー

に

つ

い

て

◇

ビ

ヨ

ン

。

キ

ン

デ

ィ

ン

グ

個

事

例

紹

介

①

942健崩劫
が

育

に

関

す

る

学

校

栄

養

職

員

の

取

糾

◇

社

団

法

人

全

国

学

校

栄

養

士

協

議

会

の後
今

事

例

紹

介

②

＠

44糾織的
に

心

と

か

ら

だ

の

健

康

づ

く

り

を

目

指

す

健

康

敦

育

こ

こ

◇

東

京

都

足

立

区

立

花

保

中

学

校

4

]

-

」

-

「

―

-

―

事

例

紹

介

③

e46身近な
学

校

施

設

開

放

◇

東

京

都

渋

谷

区

教

育

委

員

会

雪

紹

介

④

更

48総合型
地

域

ス

ポ

ー

ツ

ク

ラ

ブ

モ

デ

ル

事

業

◇

北

九

州

市

教

育

委

員

会

事

例

詔

介

⑤

曇

50日＊
サ

ふ

ノ

カ

ー

納

叫

会

。

湿

心

王

土

酋

玉

訊

シ

ス

テ

ム

◇

財

団

法

人

日

本

サ

ッ

カ

ー

協

会

解

説

＠

52生
涯

に

わ

た

る

心

身

の

健

康

の

保

持

増

進

の

た

め

の

令

後

の

健

康

に

関

す

る

教

育

及

び

ス

ポ

ー

ツ

の

振

興

の

在

り

方

に

つ

い

て

◇

体

育

局

体

育

課

曼

57平成ハ
年

度

体

カ

・

運

動

能

力

調

査

結

果

の

概

要

◇

体

育

局

生

涯

ス

ポ

ー

ツ

課

たる心身

84編
躾

後

記

◇

梵

鐘

の

聾

ー

平

家

物

語

よ

り

78海
外

教

育

ニ

ュ

ー

ス

80文
学

の

ふ

る

さ

と

◇

因

幡

の

雪

82鑑
賞

席

◇

人

形

漁

瑠

璃

文

楽

公

油

近

松

名

作

集

行

っ

て

み

よ

う

や

っ

て

み

よ

う

◇

国

立

阿

蘇

青

年

の

家

74科学は
い

ま

◇

悩

の

高

次

機

能

理

解

の

た

め

の

研

究

72現
代

ス

ポ

ー

ツ

あ

れ

こ

れ

◇

長

野

オ

リ

ン

ピ

ッ

ク

聖

火

リ

レ

ー

始

ま

る

70ど
ん

な

講

座

こ

ん

な

講

座

ー

蓋

柔

累

簡

講

座

か

ら

◇

東

京

水

産

大

学

◇

武

蔵

野

女

子

大

学

優

68都
道

府

県

発

I
塾

亨

学

術

・

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

ニ

ュ

ー

ス

◇

山

形

県

村

山

市

◇

畏

野

票

栄

村

,3滋賀
県

◇

佐

賀

票

63中
教

審

ニ

ュ

ー

ス

58焦
点

＇

ー

文

教

施

設

10で
あ

い

・

ふ

れ

あ

い

◇

吉

田

都

す

っ

き

り

と

し

た

黒

と

白

の

コ

ン

ト

ラ

ス

ト

に

頭

項

部

の

赤

い

ポ

イ

ン

ト

。

タ

ン

チ

ョ

ウ

の

こ

の

端

正

な

莫

し

さ

は

日

本

人

の

美

意

織

に

か

な

っ

た

も

の

の

よ

う

で

、

古

く

か

ら

絵

画

な

と

で

親

し

ま

れ

、

我

が

国

を

代

表

す

る

鳥

と

な

っ

て

い

る

。

と

は

い

え

、

タ

ン

チ

ョ

ウ

は

我

が

国

に

だ

け

生

息

す

る

わ

け

で

は

な

く

、

ロ

シ

ア

の

ウ

ス

リ

ー

。

ア

ム

ー

ル

川

流

域

か

ら

中

国

東

北

部

を

繁

殖

地

と

し

、

朝

鮮

半

島

か

ら

揚

子

江

に

渡

っ

て

越

冬

す

る

東

ア

ジ

ア

特

産

の

鳥

で

あ

る

。

我

が

国

で

は

釧

路

湿

原

を

中

心

と

し

た

北

海

道

道

東

部

に

生

恩

し

、

国

内

で

繁

殖

す

る

唯

一

の

ソ

ル

頬

で

あ

る

。早

春

三

月

、

越

冬

地

に

集

ま

っ

て

い

た

タ

ン

チ

ョ

ウ

の

つ

か

い

は

湿

原

に

戻

り

｀

一

直

径

―

mか
ら

二

m
の

皿

形

の

巣

を

つ

く

り

産

卵

す

る

。

一

か

月

で

雛

が

か

え

り

、

三

か

月

も

す

る

と

飛

べ

る

よ

じ

う

に

な

る

。

越

冬

期

に

は

阿

寒

や

鶴

居

の

給

餌

場

固

辺

に

集

ま

っ

て

く

る

。

タ

ン

チ

ョ

ウ

に

と

っ

て

繁

殖

期

に

は

湿

原

や

湖

沼

、

越

冬

期

に

は

安

全

な

ね

ぐ

ら

と

な

る

不

凍

結

の

河

川

か

欠

か

せ

な

い

。

開

拓

に

よ

り

こ

れ

ら

の

藁

境

が

渦

少

し

た

た

め

、

天

然

記

念

物

指

定

時

に

は

わ

ず

か

―

二

0
羽

程

度

で

あ

っ

た

。

現

在

、

地

元

で

の

保

護

が

功

を

奏

し

、

六

0
0羽近
く

に

ま

で

回

復

し

て

い

る

。

（

文

化

庁

文

化

財

保

註

部

記

念

物

課

文

化

財

調

査

官

池

田

啓

）

あ

る

日

の

学

校

訪

問

記

◇

鹿

児

島

大

学

教

育

学

部

附

属

幼

稚

園

（
鹿
児
島
県
）

4
天

然

記

念

物

歳

時

記

◇
タ
ン
チ
ョ
ウ

表

2
名

作

シ

リ

ー

ズ

◇

染

付

絵

変

り

皿

表

3

文

化

財

紹

介

◇

蒟

臨

ョ

昭和I0年 8月27日天然記念物指定

昭和27年 3月29日特別天然記念物指定

（地域定めず）

必問い合わせ先北海道鶴居村教育委員会 TELO 154-64-2050 

阿寒町教育委員会 TEL O 154-66-2 I 21 
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:]:2 天
皇
霧

、
)
‘
¥
¥
ノ

1

0

]

歳

覧

特集教育課程の改

.45
小
学
校
、
中
学
校
、
高
等
学
校
の

教
科
等
の
構
成
及
び

授
業
時
数
等
（
案
）
に
つ
い
て

.31
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
の

基
本
方
向
（
中
間
ま
と
め
）
の
概
要

.28
教
育
課
程
Q
&
A

解
説
•
2
6

論
文
•
2
2ゆ
と
り
の
中
で

知
の
創
造
を

H指
す

教

育

課

程

◇

山

桓

隆

座
談
会
•
1
0

「
え
、
我
が
家
の
愛
犬
ヒ
メ
は
天
然
記
念
物
な
の

I.」
、
と
飼
い

主
。
柴
犬
を
飼
わ
れ
で
い
る
方
も
驚
か
れ
た
で
し
ょ
う
。
柴
犬
は

体
高
は
三
五
か
ら
三
九
c
m
、
体
長
は
四
一
か
ら
四
四
c
m
と
小
型
の

日
本
犬
で
す
。
毛
色
は
ほ
と
ん
ど
が
赤
で
、
尾
は
巻
型
。
丸
顔
の

も
の
と
面
長
の
タ
イ
プ
が
あ
り
ま
す
。
活
動
力
に
と
み
な
が
ら
も

お
と
な
し
く
、
広
く
愛
さ
れ
て
い
る
日
本
犬
で
す
。

天
然
記
念
物
指
定
基
準
の
中
に
は
、
「
日
本
に
特
有
な
蓄
養
動

き
ん

物
」
の
項
目
が
あ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
在
来
の
家
畜
や
家
禽
と
し

て
、
ウ
シ
、
ウ
マ
、
ニ
ワ
ト
リ
、
そ
し
て
イ
ヌ
が
指
定
さ
れ
て
い

ま
す
。
北
海
道
犬
、
秋
田
犬
、
柴
犬
、
甲
斐
犬
、
越
の
犬
、
四
国

犬
、
紀
州
犬
の
七
品
種
が
天
然
記
念
物
と
な
っ
て
い
ま
す
。

縄
文
時
代
の
遺
跡
か
ら
、
埋
葬
さ
れ
た
犬
が
多
数
発
見
さ
れ
、

そ
の
分
布
は
全
国
に
広
が
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
時
代
、
既
に
日
本

人
に
と
っ
て
犬
が
身
近
な
動
物
で
あ
っ
た
こ
と
は
確
か
で
す
。
弥

生
時
代
に
は
朝
鮮
半
島
か
ら
犬
が
連
れ
て
こ
ら
れ
祖
形
が
形
づ
く

ら
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
狩
猟
な
ど
生
活
の
要

に
応
じ
て
改
良
さ
れ
今
に
伝
え
ら
れ
た
の
が
、
現
在
の
日
本
犬
と

言

っ

こ

と

が

で

き

ま

す

。

＇

こ
の
よ
う
に
天
然
記
念
物
は
、
我
が
国
の
自
然
の
成
り
立
ち
を

表
す
自
然
や
現
在
の
代
表
的
な
自
然
ば
か
り
で
は
な
く
、
日
本
人

の
文
化
的
な
活
動
の
中
で
つ
く
ら
れ
た
も
の
も
指
定
し
て
い
る
の

で
す
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
文
化
財
調
査
官
池
田
啓
）

教
育
課
程
審
議
会

「
教
育
課
程
の
基
準
の
改
善
の

基
本
方
向
に
つ
い
て
（
中
間
ま
と
め
）
」
に
つ
い
て

完
全
学
校
週
五
日
制
の
下
、
ゆ
と
り
の
中
で
（
生
き
る
力
）
を
育
成

◇
初
等
中
等
教
育
局
小
学
校
課
教
育
課
程
企
画
室

柴
犬

二
ご
世
紀
に
向
け
た

教
育
内
容
を

H
指
し
て

◇
（
出
席
者

1

無
藤
隆
／
川
合
員
紀
／
鈴
木
仁
／
堀
内
一
男
／

浅
井
経
子
／
◇
（
司
会
）
徳
重
員
光 昭和II年12月16日天然記念物指定（地域を定めず）

6
で
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
◇
神
田
陽
子

50
焦
点
ー
文
教
施
策

60
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

66
お
知
ら
せ

67
鑑
賞
席
◇
東
洋
絵
画
の
精
華

ク
リ
ー
ヴ
ラ
ン
ド
美
術
館
の

コ
レ
ク
シ
ョ
ン
か
ら

68
家
庭
教
育
の
た
め
の
取
組

◇
家
庭
教
育
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
に

70
都
道
府
県
発
ー
教
育
・
学
術
・
文
化
・
る
小
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

蘊
疇
唸
翡
謡
岡
県

72
ど
ん
な
講
座
こ
ん
な
講
座
ー
夫
学
の
公
璽
屋
か
ら

◇
国
立
天
文
台
◇
国
際
医
療
福
祉
大
学

74
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

◇
長
野
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク

76
科

学

は

い

ま

．

◇
ニ
―
世
紀
の
光
新
時
代
を
支
え
る

有
機
非
線
形
光
学
材
料

78
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

◇
国
立
磐
梯
青
年
の
家

80
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

82
文
学
の
ふ
る
さ
と
◇
か
ら
た
ち
の
花

84
編
集
後
記

◇
柴
犬

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ
◇
卓
上
静
物

表
3
文
化
財
紹
介

◇
ナ
ガ
レ
山
古
墳

5
 

イラスト／内部清美・須田博行・室井さと子



報時
z
 

部
~
”

E
 

了

z
 

゜
gし

特

1，マシい文部雀；編菓‘I

'/998 
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ツ
万

セ

イ

0
3
0

未
来
の
教
室
◇
平
木
理
化

望ー I 
I 

(・々 ，ヘ

芍戸＇ 汀反 I 
I一人る然 I 
1 歳詞 I

皇］
ス

ナ

メ

リ

ク

ジ

ラ

は

単

に

ス

ナ

メ

リ

と

も

呼

ば

，

旦

体

長

か

-

.

J

i

か

ら

一

，

八

mほ
ど

の

小

塑

の

イ

ル

カ

で

あ

る

。

い

わ

ゆ

る

（

ル

カ

の

イ

メ

ー

ジ

と

は

拠

な

り

、

頭

が

丸

く

、

く

ち

ば

し

、

背

び

れ

も

な

く

て

ず

ん

く

り

と

し

た

体

型

を

し

て

い

る

。

ス

ナ

メ

リ

は

イ

ン

ド

洋

か

ら

東

シ

ナ

海

r

仙

台

以

南

の

我

が

国

の

沿

灼

域

に

か

け

て

広

く

分

布

す

る

。

瀬

戸

内

海

な

ど

波

静

か

な

洵

域

て

多

く

見

ら

れ

、

竹

原

巾

沖

に

あ

る

阿

波

島

沿

岸

で

は

旬

年

二

月

か

ら

万

月

中

旬

に

か

け

て

姿

を

見

せ

る

。

通

常

一

如

ま

た

は

設

瓜

の

小

肛

て

阿

近

す

る

が

r

か

つ

一

と

）

の

地

拭

で

は

時

に

数

十

如

か

ら

多

い

と

き

に

は

一

〇

〇

頭

も

の

ス

ナ

メ

リ

が

、

繁

殖

の

た

め

に

集

ま

っ

た

と

い

わ

れ

る

。

ス

ナ

メ

リ

か

恥

ま

る

こ

と

を

利

川

し

て

、

こ

の

地

方

て

は

「

す

な

め

り

あ

し

う

l

と

呼

は

れ

る

独

得

の

漁

払

か

成

立

し

た

。

ス

ナ

メ

リ

の

餌

と

な

る

こ

と

を

避

け

r

イ

カ

ナ

ゴ

節

の

小

魚

は

海

底

近

く

に

移

動

す

る

。

こ

の

イ

カ

ナ

ゴ

を

求

め

て

タ

イ

や

ス

ズ

キ

か

眼

ま

る

の

て

、

そ

こ

で

イ

ナ

カ

ゴ

を

何

と

し

て

こ

れ

ら

の

伽

級

魚

を

釣

る

の

が

こ

の

曲

法

て

あ

る

。

ス

ナ

＜

リ

が

繁

殖

の

た

め

多

数

回

近

し

て

く

る

場

所

、

そ

れ

を

利

川

し

て

特

'[11
の

礁

怯

か

成

立

し

伝

え

ら

九

て

い

る

こ

と

の

両

面

か

ら

天

然

記

念

物

に

指

定

さ

九

た

も

の

で

あ

る

。

（

文

化

庁

文

化

財

保

誤

部

記

念

物

課

文

化

財

調

査

官

池

田

啓

）

,

9

A

-

今
年
度
の
二
天
然
記
念
物
歳
時
記
」
は
干
支
に
ち
な
ん
だ
も
の

を
紹
介
し
ま
し
た
°

l

二
呑
目
の
イ
＇
＇
，
シ
シ
に
ち
な
ん
だ
天
然
詑

念
物
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
，
く
ン
シ
は
プ
’
ン
（
豚
）
の
原
種
て
、
「
海

豚
」
と
書
く
と
「
＇
ー
ル
カ
」
と
い
う
こ
と
て
ス
ナ
メ
リ
の
紹
介
を

し
ま
し
に
，

言
孟

lO
情
報
通
信
第
ッ
ト
ワ
ー
ク

活
用
し
た
新
し
い
学
校
蜘

◇

（

出

席

き

西

村

哲

子

／

林

英

輔

／

武

田

国

夫

／

野

中

と

も

よ

◇

（

司

会

）

河

村

潤

子

提
言
⑮

28

特
殊
教
育
に
お
け
る

情

報

通

信

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

く

中

村

事
例
紹
介
①
⑮

32
岐
阜
県
に
お
け
る

教

育

情

報

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

の

活

用

巌

阜

県

教

育

委

員

会

事

例

紹

介

、

36
子
ど
も
の
可
能
性
を
広
げ
る

ネ

ッ

ト

ワ

ー

ク

学

習

◇

千

葉

市

立

新

宿

小

学

校

郷
土
を
見
つ
め
、
世
界
へ
伝
え
る

イ

ン

タ

ー

ネ

ッ

ト

の

活

用

◇

鹿

児

鳥

票

東

町

立

腐

巣

中

学

校

事
例
紹
介
③
⑰

40

解
説

0
4
4

情
報
化
の
進
展
に
対
応
す
る
文
敦
施
策
の
推
進

新

し

い

学

校

の

構

築

へ

◇

初

等

中

等

教

育

局

中

学

校

課

情

報

教

育

室

論
文

R
2
2

海
外
の
情
報
教
育
◇
清
水
康
敬

均

言
l

-

9

情
報
化
の
進
展
と
学
校
教
育
◇
石
井
威
望

1
あ

る

H
役

学

校

訪

間

記

0石

川

市

立

石

川

中

学

校

（

沖

縄

県

）

4天然記念
物

歳

時

記

◇

ス

ナ

メ

リ

ク

ジ

ラ

廻

滸

海

面

（

広

島

県

）

表
2
名

作

シ

リ

ー

ズ

◇

コ

ン

ポ

ジ

シ

ョ

ン

表

3
文

化

財

紹

介

◇

綿

業

会

館

本

館

6で

あ

い

＇

ふ

れ

あ

い

◇

米

村

儲

治

郎

48焦
点
ー
文
教
施
策

51中

敦

審

ニ

ュ

ー

ス

65お
知

ら

せ

68家
庭

教

育

の

た

め

の

取

組

◇

家

庭

教

育

へ

の

理

解

を

深

め

る

た

め

に

70都
道

府

県

発

ー

璧

百

・

空

叩

・

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

ニ

ュ

ー

ス

◇

北

海

道

足

寄

町

◇

三

重

県

宮

川

村

◇

京

都

府

◇

山

口

県

豊

北

町

72ど
ん

な

講

座

こ

ん

な

講

座

|

大

学

災

命

嬬

箆

か

ら

◇

名

古

屋

工

業

大

学

◇

国

学

院

大

学

74科
学

は

い

ま

◇

ゲ

ノ

ム

サ

イ

エ

ン

ス

76行
っ

て

み

よ

う

や

っ

て

み

よ

う

◇

国

立

旦

商

少

年

自

然

の

家

78海
外

教

育

ニ

ュ

ー

ス

80文
学

の

ふ

る

さ

と

◇

山

羊

の

歌

82鑑
賞

席

◇

陶

磁

器

の

文

化

史

”

や

者

も

の

が

語

る

日

本

と

ア

ジ

ア

◇

地

球

の

な

か

ま

た

ち

84編
集

後

記

5
 

イラスト／内部清芙・舒if£1t専行・室井さと子

（広島県竹原市）

リ

』

ゅ
う

ラ

昭和 5年 II月19日天然記念物指定



文部時報
1,19り',-繊卿，I

三:4

特集文教篇i策の道展
干成10年度の展望

62
平
成
一

0
年
度
予
算
／
文
部
省
の
機
構
・
定
員
／
文
教
関
係
の
税
制

日
本
最
大
の
湿
原
、
釧
路
湿
原
。
見
渡
す
限
り
に

広
が
っ
た
広
大
な
湿
性
植
物
群
落
の
合
間
を
ゆ
っ
た

り
と
蛇
行
す
る
幾
筋
も
の
川
の
流
れ
。
そ
の
総
面
積

は
三
万

ha近
く
に
達
し
、
う
ち
五

0
0
0
h
a余
り
が

天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
特
別
天
然
記
念

物
タ
ン
チ
ョ
ウ
の
数
少
な
い
繁
殖
地
と
し
て
も
有
名

で
あ
り
、
氷
河
期
の
遺
存
種
、
キ
タ
サ
ン
シ
ョ
ウ
ウ

オ
の
唯
一
の
生
息
地
で
も
あ
る
。

湿
原
と
い
っ
て
も
、
全
域
を
ミ
ズ
ゴ
ケ
が
優
占
し

て
い
る
わ
け
で
は
な
く
、
八
ン
ノ
キ
が
点
在
し
た
ヨ

シ
・
ス
ゲ
混
原
が
大
部
分
を
占
め
る
。
四

0
0
0年

前
ま
で
海
水
に
満
た
さ
れ
た
内
湾
で
あ
っ
た
が
、
縄

文
時
代
晩
期
の
海
退
と
と
も
に
沼
沢
地
が
形
成
さ
れ

た
。
霧
に
覆
わ
れ
る
こ
と
の
多
い
冷
涼
・
多
湿
な
環

た
い

境
が
植
物
遺
体
の
分
解
を
妨
げ
、
泥
炭
の
堆
積
に
よ

る
湿
原
が
形
成
さ
れ
た
。

釧
路
湿
原
を
訪
れ
る
時
に
は
、
ぜ
ひ
ゆ
っ
く
り
と

時
間
を
と
っ
て
出
か
け
て
ほ
し
い
。
高
台
に
作
ら
れ

た
展
望
台
に
立
ち
、
こ
の
雄
大
な
自
然
に
身
を
ゆ
だ

ね
る
時
、
釧
路
湿
原
は
、
我
々
に
無
言
の
ま
ま
多
く

の
こ
と
を
語
り
か
け
て
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
蒔
田
明
史
一

文
化
財
調
査
官

8
総

説

●

文

教

行

政

全

般

の

進

展

／

各

分

野

の

文

教

施

策

の

展

開

1
1
文
教
施
策
の
総
合
的
推
進
●
教
育
改
革
の
推
進
／
文
教
施
策
の
た
め
の
調
査
研
究
の

充
実
／
「
我
が
国
の
文
教
施
策
」
（
教
育
白
書
）
の
刊
行
／
教
職
員
の
生
涯
生
活
設
計
の
推
進

13
士
1
涯

学

習

●

生

涯

学

習

の

振

興

／

生

涯

学

習

の

振

興

の

た

め

の

施

策

16初
等

中

等

教

育

●

初

等

中

等

教

育

の

概

況

／

教

育

内

容

・

方

法

の

改

善

／

学

校

週
五
日
制
の
推
進
／
生
徒
指
導
の
充
実
／
進
路
指
導
の
改
善
・
充
実
／
国
際
化
・
情
報
化
へ
の
対
応
／

高
等
学
校
教
育
の
改
革
と
中
高
一
貫
教
育
／
幼
稚
園
教
育
・
職
業
教
育
•
特
殊
教
育
の
振
興
／

よ
り
よ
い
教
科
書
の
提
供
／
学
級
編
制
及
び
教
職
員
配
置
の
改
善
／
教
育
の
資
質
能
力
の
向
上
／

教
育
委
員
会
を
中
心
と
す
る
地
方
教
育
行
政
制
度
及
び
運
用
の
改
善
／
公
立
学
校
施
設
の
整
備
／

海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育
の
充
実
／
外
国
人
子
女
教
育
の
推
進
／
人
権
教
育
の
振
興

26高
等
教
育
ー
●
高
等
教
育
改
革
の
推
進
／
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
教
育
の
推
進
／
理
工
系
人
材
の
養
成
／

医
療
人
の
育
成
／
大
学
院
の
充
実
・
強
化
／
国
立
大
学
の
整
備
・
充
実
等
／

公
立
大
学
等
に
対
す
る
助
成
／
大
学
入
学
者
選
抜
の
改
善
／
育
英
奨
学
事
業
の
充
実
／
学
生
の
就
職
／

学
生
等
の
就
業
体
験
（
イ
ン
タ
—
ン
シ
ッ
プ
）
の
推
進
／
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
の
活
用

32私
立

学

校

●

私

学

行

政

の

概

況

／

私

学

助

成

の

充

実

34学
術
研
究
ー
●
学
術
研
究
の
振
興
／
科
学
研
究
費
補
助
金
と
出
資
制
度
の
拡
充
／
若
手
研
究
者
の

養
成
・
確
保
／
学
術
研
究
体
制
の
整
備
／
基
礎
研
究
の
重
点
的
推
進
／
＂

学
術
研
究
の
社
会
的
協
カ
・
連
携
の
推
進
／
研
究
評
価
の
充
実

咎

社

会

教

育

I
●
時
代
の
要
請
に
こ
た
え
る
社
会
教
育
事
業
の
充
実
／
社
会
教
育
の
諸
条
件
の
整
備

42
ス

ポ

ー

ツ

の

振

興

と

健

腰

教

育

I
●
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
行
政
の
概
況
／
生
涯
ス
ポ

ー
ツ
の
推
進
／
競
技
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
／
学
校
に
お
け
る
体
育
・
ス
ポ
ー
ツ
の
充
実
／
健
康
教
育
の
充
実

4
9文
化
●
文
化
政
策
の
推
進
／
芸
術
文
化
の
振
興
／
文
化
財
の
次
世
代
へ
の
継
承
•
発
展
／

ア
イ
ヌ
文
化
の
振
興
／
文
化
発
信
の
た
め
の
基
盤
整
備

54
国

際

交

流

・

協

力

●

国

際

交

流

・

協

力

の

概

況

／

留

学

生

交

流

／

教
育
の
国
際
交
流
・
協
力
／
学
術
の
国
際
交
流
・
協
力
／
文
化
の
国
際
交
流
・
協
力
の
推
進
／

ス
ポ
ー
ツ
の
国
際
交
流
／
国
際
機
関
を
通
じ
た
協
力

58情
報
化
の
推
進
ー
●
情
報
化
施
策
の
概
況
／
情
報
化
の
進
展
に
対
応
し
た
各
分
野
の
取
組

60文
教
施
設
●
文
教
施
設
整
備
の
展
開
／
新
た
な
時
代
に
応
じ
た
文
教
施
設
の
取
組
／

国
立
学
校
施
設
の
高
度
化
・
多
様
化
の
推
進

83鑑
賞
席

80海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

82
私
の
選
ん
だ
一
冊

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ

6
8焦点
—
文
教
施
策

70
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

78
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

ー
茨
城
県
、
滋
賀
県
、
富
山
県
入
善
町
、

京
都
市

84
編
集
後
記

佐
野
金
吾

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

ピ
ー
タ
ー
・
フ
ラ
ン
ク
ル

表
3
文
化
財
紹
介

置
賜
の
登
拝
習
俗
用
具

及
び
行
屋

聖
な
る
象

釧
路
湿
原

1
記
念
館
め
ぐ
り
●
ゆ
か
る
地
を
訪
ね
て

静
岡
市
立
芹
沢
鮭
介
美
術
館
（
静
岡
県
）

●/iりい合わせ先

釧路町教育委員会 TEL O 154-62-2111 

鶴居村教育委員会 TEL 0154-64-2050 

標茶町教育委員会 TEL O 1548-5-21 I I 
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．
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町
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道
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●llilい合わせ先

日高町教育委員会

Tel O 1457-6 -2642 

特集新しい私立大学を目指して
1・ど

4-
定ヒ

日

ヽ
ー
ノ
＋
1

r
物

Ill 高

念已
l
u
-

ロ

日

然

道

天

海

日
ト

4

シ

月
2
 

（
 

年5
 

4
 

n
N
 

禾カロa
 

沙流川源流原始林

沙
流
川
源
流
原
始
林
は
、
旦
扁
山
脈
の
北
端
、
日

高
町
と
帯
広
市
を
結
ぶ
日
勝
峠
近
く
に
位
置
す
る
。

標
高
ハ

0
0
mか
ら
一
四
0
0
mを
超
え
る
地
域
に

わ
た
っ
て
お
り
、
そ
の
面
積
は
ハ

O
OJ
g
余
に
及
ぶ
。

こ
の
地
域
の
特
徴
は
、
森
林
の
見
事
な
垂
直
分
布

が
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
標
高
の
低
い
川
沿
い
に

は
、
カ
ツ
ラ
や
エ
ゾ
イ
タ
ヤ
な
ど
か
ら
な
る
広
葉
樹

林
が
広
が
り
、
高
度
を
増
す
に
つ
れ
て
針
葉
樹
の
比

率
が
増
し
て
く
る
。
ト
ド
マ
ツ
や
工
ゾ
マ
ツ
な
ど
の

針
葉
樹
に
、
ダ
ケ
カ
ン
バ
な
ど
の
広
葉
樹
を
交
え
た

「
針
広
混
交
林
」
は
北
海
道
の
冷
温
帯
か
ら
亜
寒
帯

域
の
代
表
的
林
相
で
あ
り
、
こ
の
地
域
に
は
そ
の
典

型
が
み
ら
れ
る
。
原
生
的
な
状
態
が
よ
く
保
存
さ
れ

た
こ
の
地
域
に
は
、
ヒ
グ
マ
や
工
ゾ
シ
カ
、
エ
ゾ
ラ

イ
チ
ョ
ウ
な
ど
北
海
道
特
有
の
動
物
相
も
豊
富
で
あ

る
。
さ
ら
に
上
に
登
る
と
八
イ
マ
ツ
帯
が
あ
ら
わ
れ
、

氷
河
期
の
生
き
残
り
と
い
わ
れ
る
ナ
キ
ウ
サ
ギ
の
生

息
も
知
ら
れ
て
い
る
。

広
々
と
し
た
大
地
に
し
っ
か
り
と
根
づ
い
た
森
林

と
清
涼
な
水
の
流
れ
は
、
北
海
道
の
豊
か
な
自
然
の

魅
力
を
十
分
に
満
喫
さ
せ
て
く
れ
る
で
あ
ろ
う
。

（

文

化

庁

文

化

財

保

護

部

記

念

物

課

一

文
化
財
調
査
官
蒔
田
明
史

論
文

20
私
学
経
営
の
求
め
ら
れ
る
姿

23
新
し
い
私
立
大
学
を
目
指
し
て

レ
ポ
ー
ト

26
特
色
あ
る
大
学
に
学
ん
で
ー
|

27
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
入
学
制
度
と
出
会
っ
て
一
塁
横
学
園
女
子
短
期
大
学

2
8
H
本

の

大

学

に

思

う

こ

と

札

幌

大

学

29
次

は

企

業

へ

の

チ

ャ

レ

ン

ジ

だ

青

山

学

院

大

学

大

学

院

事
例
紹
介
①

30
立
命
館
大
学
に
お
け
る
リ
エ
ゾ
ン
活
動
の
三
年
間
立
命
館
大
学

事
例
紹
介
②

32
学
生
と
社
会
の
期
待
に
応
え
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
嘉
悦
女
子
短
期
大
学

事
例
紹
介
③

34
地

域

に

開

か

れ

た

大

学

づ

く

り

高

知

工

科

大

学

事
例
紹
介
④

36
最

先

端

科

学

に

挑

む

場

と

し

て

関

西

大

学

事
例
紹
介
⑤

38
公
開
講
座
と
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
大
学
開
放

0

央
学
院
大
学

事
例
紹
介
⑥

40
次
世
代
の
高
等
教
育
の
在
り
方
を
追
求

解
説

42
私
立
大
学
経
営
の
現
状

45
私
学
助
成
の
充
実

特
別
記
事
学
術
研
究
に
お
け
る
評
価

48
論
文
●
研
究
を
育
て
る
評
価
ー

50鯉
紐
郡
●
科
学
研
究
費
補
助
金
に
係
る
研
究
評
価
の
概
況
／
日
本
学
術
振
興
会
未
来
開
拓
学
術

研
究
推
進
事
業
に
係
る
研
究
評
価
／
大
学
共
同
利
用
機
関
等
に
お
け
る
研
究
評
価
の
概
況

翌
事
例
紹
介
●
東
北
大
学
／
名
古
屋
大
学
／
高
エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構
／
東
京
大
学

生
産
技
術
研
究
所

井
村
裕
夫

日
本
私
立
学
校
振
興
・
共
済
事
業
団

高
等
教
育
局
私
学
部
私
学
助
成
課

東
海
大
学

竹

内

宏

水
野
博
之

多
摩
大
学

座
談
会

10-

―
―
恨
紀
、
私
立
大
学
は

こ
う
変
わ
る

（
出
席
芭
戸
田
修
三
／
奥
島
孝
康
／
大
沼

淳
／
志
村
尚
子
／
（
司
会
）
上
杉
道
世

78海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

80文
学
の
ふ
る
さ
と

82鑑
賞
席

84
編
集
後
記

高
原

藤
駿
英

表

3
文
化
財
紹
介

黒
漆
大
般
若
経
厨
子

…、9ふ
＾
f
．
ぷ
i
,
J
・

d・

ー
天
心
記
念
五
浦
美
術
館
（
茨
城
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記沙

流
川
源
流
原
始
林

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

62焦
点
ー
文
教
施
策

68イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

69中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

75
私
の
選
ん
だ
一
冊

青
銅
時
代

ダ
ニ
エ
ル
・
カ
ー
ル

5
 

76都
道
府
県
発

子

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

群
馬
県
前
橋
市
、
千
葉
県
和
田
町
、
と

静
岡
県
、
熊
本
県
冠室行博田須美梢部］

 
入／
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天然記念物閾甜寺訂じ

一•問い合わせ先
青昨県十和田湖町教育委員会 TEL O 176-72-231 I 

秋田県小坂町教育委員会 TEL O I 86-29-2342 昭和 3年 4月12日

昭和27年 3月29日

（青森県・秋田県）

名勝及ぴ天然記念物指定

特別名勝指定

特集文化振興マスターフラ‘ 十和田湖および奥入瀬渓流

資
料

36

文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン

文
化
立
国
の
実
現
に
向
け
て

化
庁

十
和
田
湖
は
青
森
県
と
秋
田
県
の
県
境
に
位
置
し
、

我
が
国
有
数
の
透
明
度
を
誇
る
湖
水
と
周
辺
に
広
が

る
落
葉
広
葉
樹
林
の
新
緑
と
紅
葉
で
有
名
で
あ
る
。

十
和
田
湖
か
ら
流
れ
出
す
唯
一
の
河
川
が
奥
入
瀬
川

で
、
ハ
戸
市
付
近
で
太
平
洋
に
注
ぐ
。
奥
入
瀬
川
の

最
上
流
部
十
数
km
ほ
ど
の
区
間
が
奥
入
瀬
渓
流
で
、

い
く
つ
か
の
滝
と
周
囲
の
樹
林
の
織
り
な
す
四
季

折
々
の
渓
谷
美
が
著
名
で
あ
る
。
十
和
田
湖
は
、
面

積
六
一
紺
、
水
深
三
二
六
・
ハ

m、
湖
面
の
標
高
は

四
0
0
m
で
、
南
東
側
か
ら
突
き
出
し
た
御
倉
半
島

と
中
山
半
島
に
よ
り
、
西
湖
・
中
湖
・
東
湖
に
分
け

ら
れ
る
。
十
和
田
湖
は
、
十
和
田
火
山
の
墳
火
に
よ

っ
て
つ
く
ら
れ
た
カ
ル
デ
ラ
湖
で
あ
る
。
湖
の
原
型

が
作
ら
れ
た
の
は
、
一
万
三

0
0
0年
前
の
大
墳
火

の
時
と
い
わ
れ
て
い
る
。
こ
の
墳
火
の
時
に
墳
出
し

た
い

た
火
砕
流
の
堆
積
物
は
、
数
十
km離
れ
た
ハ
戸
市
周

辺
に
も
厚
く
堆
積
し
、
墳
出
物
の
総
量
は
四
〇
吋
に

も
達
し
た
。
八
五

0
0年
前
に
は
現
在
の
中
湖
付
近

に
あ
っ
た
五
色
台
火
山
が
墳
火
し
、
中
湖
カ
ル
デ
ラ

が
形
成
さ
れ
た
。
御
倉
半
島
と
中
山
半
島
は
こ
の
カ

ル
デ
ラ
壁
の
一
部
で
あ
る
。
十
和
田
火
山
は
、
そ
の

後
何
度
か
の
墳
火
を
繰
り
返
し
た
が
、
御
倉
半
島
の

先
端
の
御
倉
山
の
熔
岩
ド
ー
ム
を
形
成
し
た
平
安
時

代
の
墳
火
（
約
一

0
0
0年
前
）
の
後
、
暫
し
の
沈

黙
を
保
っ
て
い
る
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
桂

文
化
財
調
査
官

二
世
紀
の
文
化
政
策
に

期
待
す
る
こ
と

（
出
席
者
）
水
上
忠
／
高
階
秀
爾
／
如
月
小
春
／
浅
尾
新
一
郎
／
林
田
英
樹

論
文

22-

―
一
世
紀
に
向
け
た

メ
デ
ィ
ア
芸
術
の
新
た
な
展
開
ー
~
滝
川
精
＿

事
例
紹
介
②

31
大
垣
市
北
校
下

文
化
財
愛
護
少
年
団
の
歩
み
ー
ー
ー
大
垣
市
教
育
委
員
会

34
平
成
九
年
度
（
第
一

メ

デ

ィ

ア

芸

術

祭

o

o

)

文
化
庁

事

例

紹

介

①

2

8

厚

木

の

子

ど

も

と

舞

台

芸

術

ー

ー

ー

ー

ー

厚

木

市

文

化

会

館

26

文
化
振
興
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
に
よ
せ
て
ー
ー
ー
江
戸
京
子

エ
ッ
セ
イ

2
4

震
災
復
興
が
文
化
振
興
に

示
唆
す
る
こ
と

座
談
会

1
0
-

新
野
幸
次
郎

化
庁
文
化
部
芸
術
文
化
課

|

|

l

古
関
裕
而
記
念
館
（
福
島
県
）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

ー
十
和
田
湖
お
よ
び
奥
入
瀬
渓
流

表

2名
作
シ
リ
ー
ズ

ー
ー
聖
女
カ
タ
リ
ナ
の
神
秘
の
結
婚

6私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

,
'
フ
ラ
ン
ソ
ワ
ー
ズ
・
モ
レ
ン
ャ
ン

50
焦
点
ー
文
教
施
策

60
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

68
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

69
私
の
選
ん
だ
＿
冊

70
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
桑
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

ー
神
奈
川
県
、
長
野
県
辰
野
町
、

石
川
県
小
松
市
、
沖
縄
県

7
2科
学
は
い
ま
ー
—
—
ー
ギ
宙
科
学
研
究
所

74
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ
ー
ー
ー
ー
フ
ッ
ト
サ
ル

76
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

ー

国

立

赤

城

青

年

の

家

78
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

80
文
学
の
ふ
る
さ
と
ー
ー
ー
ー
ー
ー
最
後
の
将
軍

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

和
田
征
士

表

3
文
化
財
紹
介

ー

吉

井

町

筑

後

吉

井

5
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●問い合わせ先

上野村教育委員会 TEL 0274-59-211 I 1ど
4-）

定

村

指
野

物

上

念

県

紐

馬

天
群

日

(
2
5
 

月7
 

碑4
 

-U 
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特集生涯学習施策の新たな展開 上野楢原のシオジ林
巧9ー

山
あ
い
の
渓
流
沿
い
に
は
特
有
の
森
林
が
成
立
す

る
。
洪
水
や
土
砂
崩
壊
の
起
こ
り
や
す
い
不
安
定
な

立
地
に
適
応
し
た
林
で
あ
る
。
シ
オ
ジ
林
も
冷
温
帯

域
の
典
型
的
な
「
渓
畔
林
」
の

l

つ
で
あ
る
。

シ
オ
ジ
は
、
モ
ク
セ
イ
科
ト
ネ
リ
コ
属
に
属
す
る

落
葉
高
木
で
、
ク
ル
ミ
な
ど
と
同
じ
よ
う
に
、
一
枚

の
葉
が
七
枚
か
ら
九
枚
程
度
の
小
葉
に
分
か
れ
た

「
羽
状
複
葉
」
を
も
つ
。
群
馬
県
袈
裟
丸
山
を
北
限
と

し
、
熊
本
県
ま
で
の
主
に
太
平
洋
側
山
地
に
分
布
し

て
い
る
。

秩
父
山
地
に
は
、
立
派
な
シ
オ
ジ
林
が
よ
く
発
達

し
て
い
る
。
普
通
は
、
サ
ワ
グ
ル
ミ
、
ト
チ
ノ
キ
、

イ
ヤ
タ
カ
エ
デ
や
カ
ツ
ラ
な
ど
渓
流
沿
い
に
よ
く
見

ら
れ
る
樹
種
と
林
を
構
成
す
る
。
し
か
し
、
こ
こ
上

野
楢
原
に
は
、
純
林
状
の
シ
オ
ジ
林
が
広
が
っ
て
い

る
。
胸
高
直
径
は
五

Ocmほ
ど
に
す
ぎ
な
い
が
、
樹

高
は
三

0
m
に
も
達
す
る
見
事
な
林
で
あ
る
。

林
床
に
は
様
々
な
シ
ダ
や
草
本
層
が
発
達
し
、
こ

こ
ろ

す
え
を
わ
た
る
小
鳥
も
多
い
。
初
夏
の
頃
に
は
、
シ

オ
ジ
の
白
っ
ぽ
い
幹
が
み
す
み
す
し
い
緑
に
映
え
て
、

心
洗
わ
れ
る
よ
う
な
気
分
に
ひ
た
れ
る
で
あ
ろ
う
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

蒔

田

明

史

）

文
化
財
調
査
官

巻
頭
言

8

生
涯
学
習
の
道

座
談
会

10

生
涯
学
習
社
会
の
構
築
に

向

け

て

（

出

席

者

）

高

橋

牧

人

／

岩

崎

伸

夫

／

有

路

／
令
井
伸
治
／
河
幹
夫
／
（
司
会
）
寺
脇

解
説

2

2

生

涯

学

習

施

策

一

0
年
の
歩
み
生
涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課

事
例
紹
介

31
地

方

公

共

団

体

と

生

涯

学

習

頁
京
都
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
／
広
島
県
教
育
委
員
会
／
神
奈
川
県
教
育
委
員
会

匹

民

間

団

体

と

企

業

と

生

涯

学

習

東
日
本
旅
客
鉄
道
株
式
会
社
／
社
団
法
人
日
本
編
物
文
化
協
会
／
朝
日
カ
ル
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

／
ヤ
マ
八
株
式
会
社
／
財
団
法
人
出
版
文
化
産
業
振
興
財
団
／
経
済
団
体
連
合
会

体
験
記

41
生
涯
学
習
社
会
の
夜
明
け
（
第
一
回
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

西

村

憲

4
3
全
国
生
涯
学
習
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
に
参
加
し
た
民
間
の
企
業
・
団
体
等

Q
&

A

4

5

生

涯

学

習

振

興

施

策

Q

&
A

解
説
4

8

[

子
ど
も
と
話
そ
1

]

全
国
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
実
施
状
況

涯
学
習
局
生
涯
学
習
振
興
課

しづ浴 野記郎舟

平び楢晏§

ぢ棗房餓農
ジプン神て
ジラォ奈
ヵ、並ジ）Il

フ木林邑

研信

特
別
馨
生
命
科
学
の
進
展
と
社
会
と
の
調
和

5
0
論
文
●
生
命
科
学
の
進
展
に
伴
う
新
た
な
社
会
問
題
豊
島
久
真
男

5
2
●
医
系
大
学
に
お
け
る
教
育
・
研
究
・
診
療
と
医
の
倫
理
ー
高
久
史
麿

5
4
●
ユ
ネ
ス
コ
「
ヒ
ト
ゲ
ノ
ム
と
人
権
に
関
す
る
世
界
宣
言
」

の

採

択

と

国

際

社

会

位

田

隆

一

56
解
説
●
学
術
国
際
局
研
究
助
成
課
／
科
学
技
術
庁
研
究
開
発
局
ラ
イ
フ
サ
イ
エ
ン
ス
課

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

I小
平
桂
子
ア
ネ
ッ
ト

58
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

68
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ボ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

栃
木
県
、
島
根
県
出
雲
市
、

長
崎
県
佐
々
町
、
鹿
児
島
県

7
0
科
学
は
い
ま
ー
＇
—
|
東
京
大
学
海
洋
研
究
所

7
2現
代
ス
ポ
ー
ど
の
れ
こ
れ
|
|
—
ー
ビ
ー
チ
バ
レ
ー

74
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う国

立
中
央
青
年
の
家

76
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

78
文

学

の

ふ

る

さ

と

．

潮

騒

8
0
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

8
1
私

の

選

ん

だ

一

冊

大

迫

さ

か

ゑ

8
2
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

5
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（東京都小笠原村）

昭和47年II月24日天然記念物指定

特集薬物乱用防止教育の充
南硫黄島

南
硫
黄
島
は
東
京
か
ら
南
へ
、
は
る
か
一
三

0
0

k
m
の
太
平
洋
上
に
あ
る
面
積
三
・
六
七
訓
、
標
高
九

一ハ
m
の
海
洋
島
で
あ
る
。
小
笠
原
諸
島
の
南
端
に

在
る
こ
と
で
相
対
的
な
位
置
関
係
が
把
握
し
づ
ら
い

が
、
そ
の
位
置
は
沖
縄
の
西
表
島
と
ほ
ぼ
同
じ
緯
度

に
あ
た
る
。

こ
れ
ま
で
の
調
査
で
ほ
乳
類
で
は
オ
ガ
サ
ワ
ラ
オ

オ
コ
ウ
モ
リ
、
鳥
類
は
ア
カ
オ
ネ
ッ
タ
イ
チ
ョ
ウ
を

は

は
じ
め
と
す
る
海
鳥
類
を
主
に
ニ
一
種
、
爬
虫
類
二

種
、
毘
虫
類
は
ミ
ナ
ミ
イ
オ
ウ
ト
ラ
カ
ミ
キ
リ
な
ど

七
種
の
固
有
種
を
含
め
一
五
二
種
が
記
録
さ
れ
て
い

る
。
な
か
で
も
、
ア
カ
オ
ネ
ッ
タ
イ
チ
ョ
ウ
を
は
じ

め
と
す
る
海
鳥
類
の
繁
殖
地
と
し
て
、
有
数
の
場
所

で
あ
る
。

高
等
植
物
は
一
＿
ハ
種
が
記
録
さ
れ
て
い
る
。
海

岸
の
セ
ン
ダ
ン
や
タ
コ
ノ
キ
を
主
と
し
た
崖
地
乾
性

低
木
林
、
山
地
の
チ
ギ
、
コ
フ
ガ
シ
な
ど
の
常
緑
広

葉
樹
林
、
そ
し
て
木
性
シ
ダ
ー
イ
ネ
科
植
物
草
原
と
、

小
さ
い
島
で
あ
り
な
が
ら
海
岸
か
ら
山
頂
ま
で
多
様

性
に
富
ん
で
い
る
。

第
四
紀
に
噴
火
の
曝
出
物
に
よ
っ
て
誕
生
し
た
こ

の
島
は
、
こ
れ
ま
で
一
度
も
大
陸
と
つ
な
が
る
こ
と

な
く
、
ま
た
そ
の
地
理
的
な
位
置
か
ら
、
さ
ら
に
、

人
為
に
よ
る
影
響
を
ほ
と
ん
ど
受
け
た
こ
と
が
な
い

こ
と
か
ら
特
異
で
か
つ
貴
重
な
自
然
頭
境
を
保
持
し

て
い
る
。文

化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

池

田

啓

）

文
化
財
調
査
官

g
今
ー
ん
、

座
談
会
1
0

薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
充
実

（
出
席
者
）
上
野
純
一
／
鈴
木
宏
／
佐
能
量
雄
／
並
木
茂
夫
／

高
野
惣
一
／
（
司
会
）
石
川
哲
也

論

文

1

8

学

校

に

お

け

る

薬

物

乱

用

防

止

教

育

の

視

点

ー

ー

ー

_

ー

ー

勝

野

員

吾

随

想

2

2

ア

ン

チ

・

ド

ー

ピ

ン

グ

教

育

を

考

え

る

ー

ー

ー

川

原

貴

事

例

紹

介

①

2

4

教

育

活

動

全

体

を

通

し

て

行

う

薬

物

乱

用

防

止

教

育

ー

|

ー

貞

京

都

千

代

田

区

立

麹

町

中

学

校

事
例
紹
介
②
2
6
見
て
・
試
し
て
・
楽
し
い
ー
ー
|
ー
群
馬
県
立
高
崎
工
業
高
等
学
校

事
例
紹
介
③
2
8

都
高

P
連

に

お

け

る

薬

物

乱

用

防
止
教
育
へ
の
取
組
ー
~
京
都
公
立
画
等
学
校
P
T
A
連
合
会

見

聞

記

3

0

薬

物

乱

用

防

止

教

育

に

関

す

る

海

外

視

察

ー

ー

ー

鬼

頭

英

明

3

2

国

連

総

会

麻

薬

特

別

会

期

に

つ

い

て

，

3
3
薬
物
乱
用
は
一
度
だ
け
で
も
「
ダ
メ
。
ゼ
ッ
タ
イ
。
」
の

社
会
環
境
を
つ
く
ろ
う
ー
ー
財
団
法
人
麻
薬
・
覚
せ
い
剤
乱
用
防
止
セ
ン
タ
ー

3
4
薬
物
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め
に
ー
千
葉
県
松
戸
市
立
高
木
第
二
小
学
校

解
説
3
6
薬
物
乱
用
防
止
教
育
の
推
進

l
ー
ー
ー
＇
~
体
育
局
学
校
健
康
教
育
課

資

料

4

2

児

童

生

徒

の

覚

せ

い

剤

等

の

薬

物

に

対

す

る

意

識

等

調

査

4

6

薬

物

乱

用

者

数

の

推

移

4
7
薬
物
乱
用
関
連
用
語
解
説

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

9

マ
リ
・
ク
リ
ス
テ
ィ
ー
ヌ

4
8
焦
点
ー
文
教
施
策
』

6
2
読
者
か
ら
の
た
よ
り

6
3
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6
7
私
の
選
ん
だ
一
冊
—
ー
大
南
英
明

68
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ボ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

北
海
道
、
千
葉
県
、

、

香

川

県

直

島

町

、

大

分

県

7
0
科
学
は
い
ま
ー
ー
ー
ー
核
融
合
科
学
研
究
所

7
2
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

オ
リ
エ
ン
テ
ー
リ
ン
グ

7
4
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

国
立
大
隅
少
年
自
然
の
家

7
6
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

7
8
文
学
の
ふ
る
さ
と
—
ー
一
房
の
葡
萄

8
0
イ
ン
フ
ォ
メ
|
シ
ョ
ン

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

表
3
文
化
財
紹
介

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ

金
山
城
跡

ン
1
1
ト
ロ
ペ
の
港

ー
南
硫
黄
島

5
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黒部峡谷附猿飛ならびに奥鐘山

雄
＝l

-

）

指
定
さ
れ
て
い
る
地
域
は
、
立
山
連
山
・
那
岳
・

池
ノ
平
山
を
結
ぶ
稜
線
と
赤
沢
岳
・
爺
ヶ
岳
・
鹿
島

槍
ヶ
岳
を
結
ぶ
稜
線
に
囲
ま
れ
た
黒
部
川
（
黒
部
ダ

ム
1
東
谷
の
合
流
点
）
の
集
水
域
に
、
下
流
の
奥
鐘

山
と
猿
飛
峡
周
辺
の
二
つ
の
飛
び
地
を
加
え
た
範
囲

で
あ
る
。

わ
し
ば

黒
部
川
は
北
ア
ル
プ
ス
鷲
羽
岳
付
近
を
源
流
と
し
、

北
流
し
て
富
山
湾
に
注
ぐ
延
長
ハ

0
k
mほ
ど
の
河
川

で
あ
る
。
黒
部
峡
谷
は
こ
の
地
域
の
急
激
な
隆
起
に

こ
う

よ
り
、
花
尚
岩
質
の
岩
石
が
浸
食
さ
れ
て
で
き
た
深

い
谷
地
形
で
、
川
面
と
周
辺
の
山
稜
と
の
高
度
差
は
、

二
0
0
0
m
に
も
達
す
る
。

流
域
に
は
、
典
型
的
な
＞
字
谷
地
形
を
呈
す
る
白

竜
峡
、
棒
小
屋
沢
と
朗
沢
が
流
れ
込
む
十
字
峡
、
黒

部
川
が
蛇
行
を
す
る
8
字
峡
、
急
峻
な
絶
壁
が
続
く

奥
鐘
山
周
辺
、
そ
し
て
、
黒
部
峡
谷
の
中
で
最
も
川

幅
が
狭
く
な
る
猿
飛
峡
（
写
真
参
照
）
と
様
々
な
景

勝
地
が
連
続
す
る
。

こ
の
地
域
は
、
動
植
物
相
も
豊
富
で
、
低
山
帯
の

落
葉
広
葉
樹
林
、
亜
高
山
帯
の
針
葉
樹
林
、
ハ
イ
マ

ツ
群
落
と
花
畑
か
ら
な
る
高
山
帯
と
変
化
に
富
み
、

特
別
天
然
記
念
物
に
指
定
さ
れ
て
い
る
カ
モ
シ
カ
や

ラ
イ
チ
ョ
ウ
の
生
息
地
で
も
あ
る
。

指
定
地
の
大
部
分
は
登
山
者
の
領
域
で
あ
る
が
、

下
流
の
奥
鐘
山
、
猿
飛
峡
周
辺
は
、
新
緑
や
紅
葉
を

に
ぎ

楽
し
む
観
光
客
で
賑
わ
う
。

（
文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課
桂

文
化
財
調
査
官

の
申
巻
頭
言8心
の
教
育
の
充
実
を
H

指
し
て
~
馬
朗
人

ら

笛

翌
10

「
幼
児
期
か
ら
の
心
の
教
育
の
在
り
方
に

か

J

つ

い

て

」

の

答

申

に

当

た

っ

て

根

本

二

郎

期
て

11

中
央
教
育
審
議
会
「
幼
児
期
か
ら
の

見
し
心
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
答
申

っ
（
新
し
い
時
代
を
拓
く
心
を
育
て
る
た
め
に

幼
こ
—
次
世
代
を
育
て
る
心
を
失
う
危
機
ー
）
に
つ
い
て
よ
臣
官
房
政
策
課

r
,
'
 

会

方

座

談

会

16

心
の
教
育
の
允
実
を

H
指
し
て

蓋
2
S
~

（
出
席
者
）
木
村
孟
／
西
東
桂
子
／
永
井
順
國
／
山
田
穣
／
（
司
会
）
高
為
重

審

在

ェ

ッ

セ

イ

28

忙

し

す

ぎ

る

子

ど

も

た

ち

衣

笠

祥

雄

論
文

30

現
代
8
本

の

父

親

馨

隼

雄

育
の

34

子
ど
も
の
荒
れ
と

8
米

の

教

育

恒

吉

僚

子

教
育

38

今

8
、

子

育

て

事

情

島

内

行

夫

央

教

事

例

紹

介

①

42
な

ぜ

い

ま

子

ど

も

電

話

な

の

か

牟

田

悌

三

中

の

事

例

紹

介

②

44
青

少

年

の

自

然

体

験

プ

ロ

グ

ラ

ム

佐

藤

初

雄

暉

ヽ

1
9事
例
紹
介
③

46
心
を
込
め
て
積
み
重
ね
る
人
と
自
然
と
の
触
れ
合
い
ー
佐
保
田
亘
正

事
例
紹
介
④

48
生
き
る
力
を
支
え
る
豊
か
な
心
の
育
成
1

仙
台
市
立
将
監
中
学
校

解
説

50
中
央
教
育
審
議
会
「
幼
児
期
か
ら
心
の
教
育
の
在
り
方
に
つ
い
て
」
答
申

関

連

施

策

の

概

要

・

臣

官

房

政

策

課

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

ァ
ン
ト
ン
・
ウ
イ
ッ
キ
ー

5
2焦
点
—
文
教
施
策

57
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

69
私

の

選

ん

だ

一

冊

鈴

木

敏

恵

70
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

青
森
県
、
群
馬
県
、

滋
賀
県
、
高
知
県
中
村
市

72
現
代
ス
ポ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ

ネ
イ
チ
ャ
ー
ゲ
ー
ム

74
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

国
立
妙
高
少
年
自
然
の
家

76
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

78
文

学

の

ふ

る

さ

と

天

平

の

甍

80
イ

ン

フ

ォ

メ

ー

シ

ョ

ン

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

表

3
文

化

財

紹

介

ニ

コ

ラ

イ

堂

表

2名
作

シ

リ

ー

ズ

花
と
果
物
、
ワ
イ
ン
容
れ
の
あ
る
静
物

5
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4
天
然
記
念
物
歳
時
記

ー
黒
部
峡
谷
附
猿
飛
な
ら
び
に
奥
鐘
山

1
記
念
館
め
ぐ
り
●
ゆ
か
り
り
躙
を
肪
ね
て

—
丸
亀
市
猪
熊
弦
一
郎
現
代
美
術
館

（香川県）

、9

ーごふ猿飛峡

写其提供：宇奈月町教育委員会
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,Jふ

上高地

河童橋から見た穂高連峰

雄
三
）

上

高

地

は

、

長

野

県

北

部

に

位

置

す

る

三

0
0
0
m級の
高

山

に

囲

に
ぎ

ま

れ

た

盆

地

で

あ

る

。

北

ア

ル

プ

ス

登

山

の

拠

点

と

し

て

賑

わ

い

を

見

せ

る

。

地

質

地

形

、

動

物

、

植

物

な

．

ど

多

数

の

保

護

す

べ

き

対

象

を

含

ん

で

い

る

こ

と

か

ら

天

然

記

念

物

（

天

然

保

護

区

域

）

と

し

て

指

定

さ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

我

が

国

を

代

表

す

る

山

岳

景

観

と

し

て

名

勝

に

指

定

さ

れ

て

い

る

。

指

定

さ

れ

た

範

囲

は

、

西

は

穂

高

連

峰

、

東

は

蝶

ヶ

岳

、

北

は

槍

ヶ

岳

、

南

は

焼

岳

に

囲

ま

れ

た

梓

川

の

集

水

域

に

あ

た

る

。

上

高

地

は

、

北

米

プ

レ

ー

ト

と

ユ

ー

ラ

シ

ア

プ

レ

ー

ト

の

境

界

域

で

あ

る

フ

ォ

ッ

サ

マ

グ

ナ

の

西

側

に

位

置

す

る

我

が

国

で

も

有

数

の

隆

起

地

域

で

あ

る

。

過

去

二

0
0万年間
の

隆

起

量

は

、

一

五

0
0
mに達

た
い

す

る

と

い

わ

れ

て

い

る

。

こ

の

地

域

の

地

質

は

、

中

古

生

代

の

堆

積

岩

、

こ
う

白

亜

紀

の

花

商

岩

類

、

第

四

紀

の

火

山

な

ど

変

化

に

富

む

。

最

終

氷

期

こ
ん

の

痕

跡

も

顕

著

で

、

槍

ー

穂

高

連

峰

の

東

斜

面

に

は

涸

沢

の

圏

谷

や

槍

沢

、

横

尾

谷

な

ど

の

U字
谷

、

さ

ら

に

氷

河

に

よ

っ

て

運

搬

さ

れ

た

堆

積

物

も

発

達

す

る

。き
っ

屹

立

す

る

北

ア

ル

プ

ス

の

峰

は

、

激

し

い

地

殻

変

動

に

よ

る

上

昇

と

、

風

雨

に

よ

る

浸

食

の

せ

め

ぎ

合

い

に

よ

る

、

か

り

そ

め

の

姿

で

も

あ

る

。

大

正

元

年

測

量

の

上

高

地

の

地

形

図

に

大

正

池

は

な

い

。

田

代

池

も

現

在

よ

り

大

分

大

き

く

描

か

れ

て

い

る

。

大

正

池

は

、

焼

岳

の

火

山

活

動

に

よ

る

梓

川

の

堰

き

止

め

に

よ

り

大

正

四

年

に

出

現

し

た

も

の

で

あ

る

。

周

囲

の

山

々

の

浸

食

に

よ

る

土

砂

は

池

沼

に

土

砂

を

堆

積

さ

せ

、

田

代

池

の

湿

原

化

を

進

行

さ

せ

た

。

山

々

か

ら

の

雨

水

を

集

め

た

梓

川

も

日

々

そ

の

流

路

を

変

え

て

い

る

。

上

高

地

は

、

現

在

も

そ

し

て

将

来

も

絶

え

す

ダ

イ

ナ

ミ

ッ

ク

に

変

化

を

続

け

、

多

彩

な

景

観

、

多

様

な

動

植

物

相

を

見

せ

て

く

れ

る

だ

ろ

う

。
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●

「
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試
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つ

い

て
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谷
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仁
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字
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外
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仁
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澤
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司
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藤
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向
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向
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藤
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っ
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ニ
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ョ
ン

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

表
3
文
化
財
紹
介

セ
ル
ジ
オ
越
後

鋳
金

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ

ブ

ル

タ

ー

ニ

ュ

風

景

5
 

上

高

地

1
記
念
館
め
ぐ
り
●
ゆ
か
り
の
地
を
訪
ね
て

ハ

桑

八

雲

記

念

館

（

島

根

県

）

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

奥穂高岳から見た上高地

イラスト／内部清美・須田博行・室井さと子
写真提供：安批村商工観光課、山本信雄



文祁時報門T
CONTENTS. 

特集産学官の遍携•協力の推‘
大 杉

1: 

4
 印

戸

川

物

宮

念

県

畔
重

天
三

日
3
 

．
 

（
 

月2
 

年7
 

4
 

和R
ロ

C
E
E
 

谷

42

資
料

49
産
学
官
共
同
研
究
関
連
用
語
解
説

事
例
紹
介
②

28
進
化
す
る
産
学
官
の
連
携

事
例
紹
介
③

30
ア
メ
＂
上
ル
の
産
学
連
携
ー
|
'
‘

事
例
紹
介
④

32

産
痒
ず
連
携
に
お
け
る

ベ

ン

チ

ャ

ー

・

キ

ャ

ピ

タ

ル

の

役

割

日
本
開
発
銀
行

式
会
社
宮
崎
太
陽
キ
ャ
ピ
タ
ル

事
例
紹
介
⑤

34
立
庄
痒
ず
共
I

回
で
シ
ス
テ
ム
L
S
I
開
発
・
設
計
の

本
格
的
ベ
ン
チ
ャ
ー
会
社
を
設
立
ー
株
式
会
社
シ
ン
セ
シ
ス

解
説

36

大
学
と
産
業
界
と
の
連
携
協
力
に
つ
い
て

字
術
国
際
局
研
究
助
成
課
研
究
協
力
室

込
叩
館
大
学

座
談
会

10

産
学
官
連
携
の
新
し
い
展
開

（
出
席
者
）
小
野
田
武
／
四
ツ
柳
隆
夫
／
小
林
俊
一
／
高
橋
真
理
子

／
（
司
会
）
磯
田
文
雄

77
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

50
焦
点
|
文
教
施
策

64
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

福
島
県
、
長
野
県
、
岡
山
県
、
福
岡
県

66
科
学
は
い
―
-
6

国
立
極
地
研
究
所

68
現
代
ス
ボ
ー
ツ
あ
れ
こ
れ
|
ー
ー
ト
ラ
イ
ア
ス
ロ
ン

70
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

国
立
山
口
徳
地
少
年
自
然
の
家

72
海
外
教
育
―
]
ュ
ー
ス

74
文
学
の
ふ
る
さ
と
‘

76
私
の
選
ん
だ
一
冊

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

杉

原

正

神
通
川

ャ
シ
ー
中
島

5
 

イラスト／内部清美・須田博行・室井さと子

論
文

22

産
学
官
連
携
推
進
と
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期
を
迎
え
た

地

域

共

同

研

究

セ

ン

タ

ー

エ
ッ
セ
イ

24

地

方

か

ら

新

風

を

板

東

久

美

子

事
例
紹
介
①

26

大
学
か
ら
産
業
界
へ
の
技
術
移
転
シ
ス
テ
ム
の
構
築

式
会
社
先
端
科
学
技
術
イ
ン
キ
ュ
ベ
ー
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

石
原

修

表
3
文
化
財
紹
介島

根
県
荒
神
谷
遺
跡
出
土
品

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ

聖
ア
ン
ト
ニ
ウ
ス
の
誘
惑

大
杉
谷

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

天然記念物歳時記

大
杉
谷
は
、
三
重
・
奈
良
両
県
に
ま
た
が
る
大
台
ヶ
原
の

最
高
峰
日
出
ヶ
岳
（
＿
六
九
五
m

)

に
端
を
発
す
る
宮
川
の

源
流
部
で
あ
る
。
有
名
な
多
雨
地
で
あ
る
大
台
ヶ
原
一
帯
の

水
を
集
め
る
大
杉
谷
は
、
豊
富
な
水
量
を
誇
り
、
延
々
一
〇

し
ゅ
ん

kmに
わ
た
っ
て
谷
を
深
く
切
り
込
ん
で
流
れ
落
ち
る
。
急
峻

な
地
形
の
た
め
見
事
な
滝
が
連
続
し
て
見
ら
れ
、
直
径
十
数

つ

ぼ

す

そ

mも
の
滝
壺
の
あ
る
堂
倉
滝
、
明
る
＜
裾
広
が
り
の
光
滝
、

上
下
二
段
に
分
か
れ
壮
観
な
七
ツ
釜
滝
‘
―

1
0
m
の
垂
直

せ
ん
び
ろ

な
岸
壁
を
落
ち
る
千
尋
滝
（
写
真
）
な
ど
大
小
あ
わ
せ
て
数

百
の
滝
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
る
。

こ
う
し
た
渓
谷
の
周
囲
に
は
、
ほ
と
ん
ど
人
手
の
入
っ
て

い
な
い
森
林
が
成
立
し
て
い
る
。
標
高
八

0
0
mま
で
の
地

域
に
は
シ
イ
・
カ
シ
類
か
ら
な
る
照
葉
樹
林
が
、
そ
の
上
方

に
モ
ミ
・
ツ
ガ
な
ど
の
移
行
帯
を
挟
ん
で
、
ブ
ナ
・
ミ
ズ
ナ

ラ
な
ど
の
落
葉
広
葉
樹
林
が
分
布
し
、
美
し
い
垂
直
分
布
を

見
せ
て
い
る
。
ま
た
、
コ
ウ
ヤ
マ
キ
、
ト
ガ
サ
ワ
ラ
な
ど
、

植
物
分
類
地
理
学
上
貴
重
な
植
物
も
生
育
し
て
い
る
。

高
さ
一
五

0
m
に
及
ぶ
も
の
を
は
じ
め
、
数
々
の
吊
り
橋

の
か
か
る
こ
の
渓
谷
は
、
ま
さ
に
秘
境
と
呼
ぶ
に
ふ
さ
わ
し

い
景
観
を
示
し
て
い
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

蒔

田

明

史

）

文
化
財
調
査
官

写真提供：宮川村産業課
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男女群島
男

女

群

島

は

、

五

島

列

島

の

南

七

0km、鹿児
島

県

の

阿

久

根

市

の

西

沖

＿

七

0kmの東シ
ナ

海

に

あ

り

、

男

島

、

女

島

ほ

か

い

く

つ

か

の

小

島

と

多

数

の

岩

礁

か

ら

な

っ

て

い

る

。

対

馬

暖

流

に

洗

わ

れ

る

た

め

、

年

平

均

気

温

が

一

七

・

六

度

と

九

州

の

南

部

よ

し
ゅ
ん
が
け

り

も

温

暖

で

あ

る

。

た

だ

、

急

峻

な

崖

に

お

お

わ

れ

て

い

る

こ

と

も

あ

っ

て

、

こ

れ

ま

で

人

が

定

住

し

た

こ

と

は

な

く

、

女

島

に

あ

る

灯

台

の

保

守

点

検

の

た

め

立

ち

入

る

だ

け

で

あ

る

。

こ

の

暖

か

さ

に

よ

っ

て

、

群

島

に

は

モ

ク

タ

チ

バ

ナ

や

タ

ブ

ノ

キ

な

ど

照

葉

樹

の

群

落

が

よ

く

発

達

し

て

い

る

。

林

内

に

は

、

こ

こ

が

分

布

北

限

と

な

っ

て

い

る

マ

ル

バ

ニ

ッ

ケ

イ

な

ど

の

南

方

系

の

植

物

が

多

く

生

育

し

、

ま

た

海

岸

や

崖

は

ダ

ル

マ

ギ

ク

、

タ

イ

ト

ゴ

メ

、

八

チ

ジ

ョ

ウ

ス

ス

キ

な

ど

の

耐

塩

性

の

植

物

の

群

落

で

覆

わ

れ

て

い

る

。

ま

た

、

鳥

類

は

約

一

0
0種が記
録

さ

れ

て

お

り

、

そ

の

中

に

も

カ

ラ

ス

バ

ト

、

ア

カ

コ

ッ

コ

、

ア

カ

ヒ

ゲ

な

ど

の

南

方

系

の

種

が

認

め

ら

れ

る

。

さ

ら

に

、

東

シ

ナ

海

上

の

孤

島

の

た

め

、

渡

り

鳥

た

ち

の

格

好

の

中

継

地

と

な

っ

て

お

り

、

多

数

の

オ

オ

ミ

ズ

ナ

ギ

ド

リ

が

こ

こ

で

営

巣

し

て

い

る

。

両

生

類

は

分

布

し

て

い

な

い

が

、

ザ

ウ

テ

ル

ヘ

ビ

は

台

湾

・

中

国

大

陸

系

の

八

虫

類

で

、

日

本

で

は

こ

の

群

島

に

し

か

生

患

し

て

い

な

い

な

ど

、

固

有

な

動

物

相

を

持

っ

て

い

る

。
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ニ
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・
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と
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冊
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和
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＂
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今
後
の
地
方
教
育
行
政
の
在
り
方
に

つ
い
て
」
の
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に
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二
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会
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方
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行
政
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在
り
方
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い
て
」
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に
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い
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官
房
政
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課

座
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教
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司
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F

双
叫

石
ふ

山

宮

綺

市

街

か

ら

南

へ

車

で

わ

す

か

二

0分
ほ

ど

の

れ
●

距

離

に

あ

る

双

石

山

は

、

砂

岩

や

礫

岩

か

ら

な

る

標

高

五

0
0
mあま
り

の

急

峻

な

山

で

あ

る

。

浸

食

さ

れ

や

す

い

母

岩

の

た

め

、

奇

岩

や

絶

壁

が

方

々

に

見

ら

れ

る

。
全

域

が

照

葉

樹

林

に

被

わ

れ

て

い

る

指

定

地

は

約

六

四

ha°
谷

部

に

は

タ

ブ

・

ホ

ソ

バ

タ

ブ

が

高

木

層

を

構

成

し

、

斜

面

で

は

、

標

高

の

低

い

場

所

で

は

シ

イ

が

、

高

く

な

れ

ば

イ

ス

ノ

キ

・

ウ

ラ

ジ

ロ

ガ

シ

が

優

占

す

る

。

ま

た

、

稜

線

に

は

ツ

ゲ

モ

チ

や

ア

デ

ク

な

ど

が

、

岸

壁

に

は

シ

マ

サ

ク

ラ

ガ

ン

ビ

や

イ

ワ

ヒ

バ

な

ど

が

み

ら

れ

る

な

ど

、

地

形

に

応

じ

た

植

生

が

成

立

し

て

い

る

。

シ

ダ

類

も

南

方

系

の

希

産

種

を

含

め

て

一

五

0種
近

く

が

生

育

し

て

お

り

、

コ

ン

パ

ク

ト

な

が

ら

も

、

多

様

な

暖

濡

帯

域

の

植

生

の

姿

を

知

る

こ

と

が

で

き

、

大

変

興

味

深

い

。

亜

熱

帯

系

の

ミ

カ

ド

ア

ゲ

八

や

天

然

記

念

物

ヤ

マ

ネ

な

ど

も

生

患

し

て

お

り

、

最

近

で

は

す

っ

か

り

少

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

照

葉

樹

林

と

し

て

、

そ

の

存

在

は

貫

重

で

あ

る

。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

蒔

田

明

史

）

文
化
財
調
査
官

文羅時報言T
CONT弓N;21世紀を見据えた海外子女・

帰国子女教育
験験 験 験験験 験ツ

解記記 記 記記記 記セ

言］冑量因裔i!胃：
； ［閲 IIi § 9 

教

育

助

成

局

海

外

子

女

教

育

課

大
庭
陽
沙

折

田

一

人 児
島
邦
宏

6
平
成

1

一

年

年

頭

の

所

感

◇

文

部

大

臣

有

馬

朗

人

,
1
2
こ
れ
か
ら
の
海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育
ー
猪
口
邦
子

座
談
会

1
4
-

―
一
世
紀
を
見
据
え
た

海
外
子
女
・
帰
国
子
女
教
育

（
出
席
者
）
池
上
久
雄
／
斉
藤
三
郎
／
平
野
吉
三
／
小
平
桂
子
ア
ネ
ッ
ト
／

（
司
会
）
泉
紳
一
郎

76海
外

教

育

ニ

ュ

ー

ス

78
文

学

の

ふ

る

さ

と

土

佐

日

記

80
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

82
鑑
賞
席

84
編
集
後
記

チ
ア
リ
ー
デ
ィ
ン
グ

72科
学

は

い

ま

国

立

天

文

台

ハ

ワ

イ

観

測

所

74
現

代

ス

ボ

ー

ツ

あ

れ

こ

れ

5
 

イラスト／内部清美・須田博行・室井さと子

58
焦
点

4文
教

施

策

66中
教

審

ニ

ュ

ー

ス

68
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

69
私

の

選

ん

だ

一

冊

四

方

義

啓

70
都
道
府
県
発

●

教

育

・

学

術

・

文

化

・

ス

ポ

ー

ツ

ニ

ュ

ー

ス

I秋
田

県

、

三

重

県

、

静

岡

県

、

鹿

児

島

県

ケ
ン
ト
・
ギ
ル
バ
ー
ト

10
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

表

3
文
化
財
紹
介

木

造

男

神

坐

像

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ

石

化

し

た

森

双

石

山

4
天
然
記
念
物
歳
時
記

1
記
念
館
め
ぐ
り
●
ゆ
か
！
り
地
を
紡
ね
て

堂
本
印
象
美
術
館
（
京
都
府
）

写真提供：斉藤政美
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特集スクールカウンセラ 神屋 湯湾岳
特
別
記
事

神
屋
・
湯
湾
岳
が
所
在
す
る
奄
美
群
島
は
、
琉
球

列
島
と
と
も
に
早
く
か
ら
ア
ジ
ア
大
陸
と
は
分
離
し
、

種
子
島
、
屋
久
島
以
北
の
日
本
本
土
と
生
物
相
が
大

き
く
異
な
り
、
生
物
地
理
的
に
注
目
す
べ
き
地
域
で

あ
る
。湯

湾
岳
は
奄
美
大
島
の
中
央
部
に
位
置
し
、
標
高

六
九
四

m、
奄
美
群
島
の
中
で
は
最
も
高
い
山
で
あ

る
。
山
頂
近
く
は
ミ
ヤ
マ
シ
ロ
バ
イ
、
モ
ツ
コ
ク
、

ヤ
マ
モ
モ
な
ど
を
主
と
し
た
低
木
の
亜
熱
帯
林
と
な

っ
て
い
る
。
ま
た
、
湿
度
が
高
く
熱
帯
の
霧
林
に
似

た
様
相
を
示
し
、
木
の
幹
は
コ
ケ
な
ど
に
被
わ
れ
、

着
生
植
物
の
種
類
も
多
い
。

神
屋
は
こ
の
湯
湾
岳
か
ら
東
、
住
用
川
の
上
流
域

に
位
置
す
る
ス
ダ
ジ
イ
林
で
、
樹
齢
百
年
を
越
す
も

の
も
多
く
奄
美
群
島
に
お
け
る
代
表
的
な
シ
イ
林
で

あ
る
。
林
床
に
は
ア
マ
ミ
カ
タ
ヒ
バ
な
ど
の
固
有
種

が
生
育
す
る
。
•

さ
ら
に
両
地
域
は
、
奄
美
大
島
で
し
か
見
ら
れ
な

い
ア
カ
ヒ
ゲ
、
ル
リ
カ
ケ
ス
、
オ
オ
ト
ラ
ッ
グ
ミ
、

オ
ー
ス
ト
ン
オ
オ
ア
カ
ゲ
ラ
、
奄
美
・
琉
球
地
域
に

の
み
生
息
す
る
ア
マ
ミ
ノ
ク
ロ
ウ
サ
ギ
、
ト
ゲ
ネ
ズ

ミ
、
ケ
ナ
ガ
ネ
ズ
ミ
な
ど
の
特
別
天
然
記
念
物
及
び

天
然
記
念
物
の
主
要
な
生
息
地
と
な
っ
て
お
り
、
開
・

発
が
進
む
中
で
、
こ
の
地
域
の
重
要
さ
を
一
層
際
立

た
せ
て
い
る
。

文
化
庁
文
化
財
保
護
部
記
念
物
課

（

池

田

啓

）

文
化
財
調
査
官

l̂‘
ー111r

座
談
会

10

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の

活
用
と
学
校
教
育

ー
（
出
席
き
石
川
順
子
／
村
山
正
治
／
富
山
謙
一
／
藤
原
里
美
／
（
司
会
）
河
村
潤
子

論
文

22
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
学
校
教
育
へ
の

導
入
の
必
要
性
と
問
題
改
善
策
松
原
達
哉

エ
ッ
セ
イ

26
子

ど

も

の

な

か

の

何

を

信

じ

ま

す

か

？

黒

沢

幸

子

事
例
紹
介

28
不
登
校
に
対
す
る
新
し
い
試
み
を
通
し
て
|
ー
東
京
都
新
宿
区
立
西
戸
山
中
学
校

31
平
成
九
・
一

0
年
度
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

活

用

調

査

研

究

校

の

実

践

福

岡

県

粕

屋

郡

須

恵

町

立

須

恵

中

学

校

34
カ

ウ

ン

セ

リ

ン

グ

機

能

の

充

実

に

向

け

て

京

都

市

教

育

委

員

会

解
説

38
「
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査

研

究

委

託

」

事

業

に

つ

い

て

翌

寺

中

等

教

育

局

中

学

校

課

42
教

育

相

談

体

制

の

充

実

初

等

中

等

教

育

局

中

学

校

課

資
料

44
中
央
教
育
審
議
会
答
申
（
抄
）
／

次
代
を
担
う
青
少
年
の
た
め
に
ー
い
ま
、
求
め
ら
れ
て
い
る
も
の
ー
／

ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
活
用
調
査
研
究
校
（
平
成
一

0
年
度
）

「
少
子
化
へ
の
対
応
を
考
否
る
有
識
者
会
議
」
提
言
に
つ
い
て

5
2少
子
化
へ
の
対
応
を
考
え
歪
有
識
者
会
議
—
生
涯
学
習
局
男
女
共
同
参
画
学
習
課

54
夢
あ
る
家
庭
づ
く
り
や
子
育
て
が
で
き
る

社
会
を
築
く
た
め
に
（
提
言
）

部
省
関
連
部
分
抜
粋

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
け

表

3
文
化
財
紹
介

ペ
マ
・
ギ
ャ
ル
ポ

表
2
名
作
シ
リ
ー
ズ

荊
冠
の
キ
リ
ス
ト

5
 

イラスト／内部消美・須田栂行・室井さと子

神
屋
・
湯
湾
岳

雨
の
宮
古
墳
群

6
2
焦
点
ー
文
教
施
策

64
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

6

7

私

の

選

ん

だ

一

冊

青

山

佳

世

68
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

埼
玉
県
、
奈
良
県

広
島
県
高
野
町
、
高
知
県
高
知
市

70
科
学
は
い
ま高

エ
ネ
ル
ギ
ー
加
速
器
研
究
機
構

72
現

代

ス

ボ

ー

ツ

あ

れ

こ

れ

綱

引

74
行
っ
て
み
よ
う
や
っ
て
み
よ
う

国
立
信
州
高
遠
少
年
自
然
の
家

76
海
外
教
育
ニ
ュ
ー
ス

78
文

学

の

ふ

る

さ

と

江

津

湖

五

句

80
イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

83鑑
賞

席

84
編
集
後
記

天然記念物薩雅寺訂且

． ~‘-
＊ 

ルリカケス

アカヒゲ

撤彩者：浜田耕作
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T{• 4-

仲閻川天然保護区域

熱
帯
を
本
拠
地
に
す
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
が
日
本
に
も
生

育
し
て
い
る
。
琉
球
列
島
の
島
づ
た
い
の
そ
こ
か
し
こ
で
見

る
こ
と
が
出
来
る
。
本
場
に
比
べ
れ
ば
種
類
も
少
な
く
群
落

あ
い

の
広
が
り
も
狭
陰
だ
が
、
北
限
地
帯
に
生
育
す
る
正
真
正
銘

の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
で
、
そ
の
学
術
的
価
値
は
高
い
。
ま
た
、

こ
の
植
物
群
落
を
代
表
す
る
樹
た
ち
の
種
子
や
樹
型
の
特
異

な
姿
か
た
ち
は
、
初
め
て
の
目
に
エ
キ
ゾ
チ
ッ
ク
な
印
象
を

与
え
る
こ
と
請
け
合
い
で
あ
る
。

種
数
、
面
積
と
も
に
国
内
最
大
の
規
模
を
誇
る
の
が
、
西

表
島
の
東
南
部
に
開
口
す
る
仲
間
川
の
河
口
域
か
ら
上
流
一

o
k
m
に
及
ぶ
潮
感
域
に
か
け
て
広
が
る
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
だ
。

島
の
東
の
玄
関
口
に
近
い
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
珍
し
い
植

生
景
観
は
人
気
の
高
い
見
所
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
ヒ
ル
ギ
類
な
ど
六
種
の
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
が
、
生

育
環
境
に
応
じ
て
川
か
ら
岸
に
向
け
規
則
的
に
配
列
し
て
い

る
の
が
見
ら
れ
る
。
一
番
手
前
に
は
ヒ
ル
ギ
ダ
マ
シ
と
マ
ヤ

プ
シ
キ
が
、
そ
の
奥
に
ヤ
H
ヤ
マ
ヒ
ル
ギ
、
そ
し
て
オ
ヒ
ル

ギ
と
い
っ
た
具
合
に
。
こ
の
配
列
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
の
本

場
、
東
南
ア
ジ
ア
で
も
観
察
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
仲
間
川
の

こ
の
林
が
本
格
的
な
も
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
。

潮
の
満
ち
引
き
が
直
接
及
ぶ
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林
に
は
魚
類

え
●

の
ほ
か
、
ヒ
ル
ギ
類
の
葉
や
落
葉
を
餌
に
す
る
貝
や
カ
ニ
、

そ
れ
ら
を
餌
に
す
る
鳥
な
ど
が
加
わ
っ
て
多
様
で
特
異
な
生

態
系
を
作
り
出
し
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
着
目
し
て
天
然
保

護
区
域
と
し
て
指
定
さ
れ
保
護
が
図
ら
れ
て
い
る
。花

井
正
光
）

文

化

庁

文

化

財

保

護

部

記

念

物

課

一

主

任

文

化

財

調

査

官

論

文

20

グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
と

大
学
の
「
国
際
化
」
戦
略

2
4
U
M
A
P
単
位
互
換
ス
キ
ー
ム

(
U
C
T
S
)
の
実
験
と
学
生
交
流
の
推
進

二

宮

皓

特集ポスト2000年の留学生政

説③ ② ① 

38 36 34 32 30 28 

嘉儡某グi意
房悶翡『主魯
璽盆怠図楠る
生李悶な学と
息伏匹靡卜弓
だ胄〗昌復兄道
g旦喜昇了ば
」』屹学をけ夕る
子子 厚H どジ
畠昌 1 ¥指：ま
冒冒翌盗しL.イ
畠畠； 9て冒了
責畠会科 翡じ

資
料

47
留
学
生
受
入
れ
の
概
況

だ

皓
／
周

塁
多
村
和
之

茉
術
国
際
局
留
学
生
課

航
／
（
司
会
）
林

和
弘

シ
ー
ボ
ル
ト
記
念
館
（
長
崎
県
）

4
天

然

記

念

物

歳

時

記

仲
間
川
天
然
保
護
区
域

表

3
文

化

財

紹

介

旧
横
浜
船
渠
株
式
会
社

第
二
号
船
渠
（
ド
ッ
ク
）

表

2
名
作
シ
リ
ー
ズ

ー
ー
シ
ャ
ボ
ン
玉
を
吹
く
少
年
と
静
物

5
 

6
私
と
教
育
、
私
と
し
つ
けリ

サ
・
ス
テ
ッ
グ
マ
イ
ヤ
ー

5
2焦
点
—
文
教
施
策

61
刊

行

物

紹

介

．

62
中
教
審
ニ
ュ
ー
ス

66
都
道
府
県
発

●
教
育
・
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
ニ
ュ
ー
ス

埼
玉
県
浦
和
市
、
愛
知
県
、

岡
山
県
、
宮
崎
県
諸
塚
村

68
現
代
ス
ボ
ー
裟
れ
こ
れ
ト
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	文部時報 シリーズ 天然記念物歳時記（第25～48回）
	【平成9年度】
	〔1445号25〕 ケナガネズミ
	〔1446号26〕 見島ウシ産地（山口県）
	〔1447号27〕 トラフダケ自生地 本谷のトラフダケ自生地（岡山県）
	〔1448号28〕 アマミノクロウサギ
	〔1450号29〕 歌津館の魚竜化石産地および魚竜化石（宮城県）
	〔1451号30〕 岩国のシロヘビ
	〔1452号31〕 岬馬およびその繁殖地（宮崎県）
	〔1453号32〕 カモシカ
	〔1454号33〕 高崎山のサル生息地（大分県）
	〔1455号34〕 タンチョウ
	〔1456号35〕 柴犬
	〔1457号36〕 スナメリクジラ廻遊海面（広島県）

	【平成10年度】
	〔1458号37〕 釧路湿原（北海道）
	〔1460号38〕 沙流川源流原始林（北海道）
	〔1461号39〕 十和田湖および奥入瀬渓流（青森県・秋田県）
	〔1462号40〕 上野楢原のシオジ林（群馬県）
	〔1463号41〕 南硫黄島（東京都）
	〔1464号42〕 黒部峡谷附猿飛ならびに奥鐘山（富山県）
	〔1465号43〕 上高地（長野県）
	〔1467号44〕 大杉谷（三重県）
	〔1468号45〕 男女群島（長崎県）
	〔1469号46〕 双石山（宮崎県）
	〔1470号47〕 神屋・湯湾岳（鹿児島県）
	〔1471号48〕 仲間川天然保護区域（沖縄県）





